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ー～さあみんな、一

緒に楽しく踊ろ
うよ♪
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●東京・大阪で
　ふるさとを懐かしむ Ｐ１０

●第２回議会定例会 Ｐ２・３
●議会だより Ｐ４・５
●東京・大阪で
　ふるさとを懐かしむ Ｐ１０
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一
般
質
問

　

本
定
例
会
の
一
般
質
問
に
は
、

２
人
の
方
か
ら
次
の
４
項
目
に
つ

い
て
質
問
が
あ
り
、
町
長
や
執
行

部
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
答
弁
が
さ
れ
ま

し
た
。

質
問
者
及
び
内
容

☆
白
松
博
之
議
員

○
機
械
化
に
よ
る
間
伐
収
入
と
今

後
の
方
向
に
つ
い
て

○
改
正
障
害
者
基
本
法
と
障
害
者

差
別
解
消
法
に
つ
い
て

☆
田
中
敏
雄
議
員

○
福
賀
地
区
に
建
設
さ
れ
る
高
齢

者
福
祉
複
合
施
設
に
つ
い
て

○
福
賀
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
休

憩
施
設
お
よ
び
ト
イ
レ
の
設

置
に
つ
い
て

※
な
お
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は

議
会
だ
よ
り
（
４
・
５
P
）

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◆
専
決
処
分
を
報
告
し
承
認
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て

○
阿
武
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
、
及
び
阿
武
町
国
民
健

康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　

い
ず
れ
も
地
方
税
法
の
一
部
改

正
に
伴
う
も
の
で
、
阿
武
町
税
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
は
、
独

立
行
政
法
人
労
働
者
健
康
安
全
機

構
の
設
置
等
に
伴
う
改
正
。
ま

た
、
阿
武
町
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
は
、
課

税
限
度
額
の
引
き
上
げ
等
が
主
な

改
正
で
、
地
方
税
法
の
一
部
改
正

が
今
年
３
月
31
日
付
け
で
公
布
さ

れ
、
４
月
１
日
か
ら
施
行
と
な
っ

た
た
め
、
３
月
31
日
付
け
で
関
係

条
例
の
一
部
改
正
の
専
決
処
分
を

行
っ
た
の
で
、
こ
れ
を
報
告
し
承

認
を
求
め
る
も
の
で
、
原
案
の
と

お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

○
阿
武
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

国
保
税
の
第
１
期
分
の
納
期
が

６
月
１
日
か
ら
始
ま
る
こ
と
か

ら
、
税
率
を
５
月
31
日
ま
で
に
定

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
５

月
31
日
付
け
で
専
決
処
分
を
行
っ

た
の
で
、
こ
れ
を
報
告
し
承
認
を

求
め
る
も
の
で
、
原
案
の
と
お
り

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◆
阿
武
町
家
庭
的
保
育
事
業
等
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　

本
条
例
が
準
拠
し
て
い
る
国
の

基
準
の
う
ち
、
保
育
士
配
置
基
準

の
弾
力
化
等
の
改
正
が
な
さ
れ
た

た
め
、
こ
れ
に
伴
う
条
例
の
一
部

改
正
で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

◆
阿
武
町
営
住
宅
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

公
営
住
宅
岡
田
橋
団
地
の
供
用

開
始
に
伴
う
町
営
住
宅
条
例
の
一

部
改
正
で
、
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

◆
学
校
教
育
法
等
の
改
正
に
伴
う

関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例

　

学
校
教
育
法
の
一
部
改
正
に
よ

る
義
務
教
育
学
校
の
新
設
に
伴
う

関
係
条
例
の
一
部
改
正
で
、
原
案

の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◆
阿
武
町
消
防
団
員
の
定
数
、
任

免
、
給
与
、
服
務
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

消
防
団
員
の
減
少
に
対
応
す
る

た
め
、
団
員
の
定
年
を
65
歳
か
ら

70
歳
に
引
き
上
げ
る
た
め
の
条
例

の
一
部
改
正
で
、
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◆
平
成
28
年
度
阿
武
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
１
回
）

 

今
回
の
補
正
額
は
１
億
２
６
９

万
２
０
０
０
円
の
増
額
で
、
補
正

後
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
、

31
億
６
２
６
９
万
２
０
０
０
円
と

な
り
ま
し
た
。

 

今
回
の
補
正
の
主
な
も
の

 

総
務
費
は
、
土
地
開
発
基
金
で

保
有
し
て
い
る
奈
古
駅
横
の
町
有

地
を
奈
古
駐
在
所
用
地
と
し
て
基

金
か
ら
買
い
戻
す
た
め
の
公
有
財

産
購
入
費
の
新
規
計
上
、
宝
く
じ

の
助
成
事
業
を
活
用
し
て
イ
ベ
ン

ト
用
ア
ル
ミ
ズ
ッ
ク
イ
ス
等
を
購

入
す
る
た
め
の
補
助
金
の
新
規
計

上
。

　

平
成
28
年
第
２
回
議
会
定
例
会
が
、
６
月
14
日
か
ら
20
日

ま
で
の
会
期
７
日
間
で
開
か
れ
、
提
出
議
案
８
件
、
そ
し
て
全

員
協
議
会
で
の
報
告
４
件
が
い
ず
れ
も
慎
重
に
審
議
さ
れ
、
原

案
ど
お
り
可
決
ま
た
は
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
回
）
で
は
、
防
災

拠
点
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
事
業
費
な
ど
１
億
２
６
９
万
２
０

０
０
円
を
増
額
計
上
し
て
い
ま
す
。

平成28年　第２回議会定例会（６月14日～20日）平成28年　第２回議会定例会（６月14日～20日）

高齢者福祉複合施設の建設予定地
（旧ブルーウェイ福賀工場跡地）
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役場本庁

ビーチクリーナー格納庫道の駅阿武町温水プール

　

民
生
費
は
、
旧
ブ
ル
ー
ウ
ェ
イ

福
賀
工
場
跡
地
を
活
用
し
、
高
齢

者
福
祉
複
合
施
設
を
建
設
す
る
た

め
の
用
地
購
入
費
及
び
埋
立
等
の

敷
地
造
成
費
並
び
に
施
設
の
設
計

業
務
委
託
料
の
新
規
計
上
。

　

さ
ら
に
、「
一
億
総
活
躍
社

会
」
実
現
に
向
け
た
一
人
３
万
円

の
低
所
得
の
障
害
・
遺
族
基
礎
年

金
受
給
者
向
け
給
付
金
並
び
に
、

平
成
26
年
４
月
か
ら
の
消
費
税
率

引
き
上
げ
の
影
響
を
軽
減
す
る
た

め
の
低
所
得
者
へ
の
一
人
３
０
０

０
円
の
臨
時
福
祉
給
付
金
お
よ

び
、
こ
れ
に
係
る
事
務
関
係
経
費

の
新
規
計
上
ほ
か
。

　

衛
生
費
は
、
県
の
10
分
の
10
の

防
災
拠
点
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入

事
業
費
補
助
金
を
活
用
し
、
役
場

本
庁
舎
に
設
置
予
定
の
太
陽
光
発

電
設
備
の
発
電
能
力
を
15
キ
ロ

ワ
ッ
ト
か
ら
20
キ
ロ
ワ
ッ
ト
に
増

強
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
の

で
、
こ
れ
に
係
る
工
事
請
負
費
の

増
額
計
上
。

　

農
林
水
産
業
費
は
、
宇
田
郷
漁

港
尾
無
地
区
の
敷
地
補
修
に
係
る

生
コ
ン
等
の
原
材
料
費
の
新
規
計

上
。

　

商
工
費
は
、
４
月
16
日
の
強
風

に
よ
り
破
損
し
た
清
ヶ
浜
の
ビ
ー

チ
ク
リ
ー
ナ
ー
格
納
庫
シ
ャ
ッ

タ
ー
ケ
ー
ス
お
よ
び
温
水
プ
ー
ル

の
屋
根
の
修
理
費
の
計
上
。
道
の

駅
レ
ス
ト
ラ
ン
棟
の
空
調
機
の
屋

外
移
設
工
事
費
の
新
規
計
上
ほ
か
。

　

土
木
費
は
、
町
営
住
宅
美
里
団

地
の
遊
具
の
一
部
が
点
検
に
よ
り

危
険
と
判
定
さ
れ
た
た
め
、
こ
れ

の
解
体
撤
去
工
事
費
の
新
規
計

上
。

　

教
育
費
は
、
点
検
に
よ
り
修
理

が
必
要
と
さ
れ
た
福
賀
小
学
校
屋

外
遊
具
の
修
繕
料
の
新
規
計
上
。

さ
ら
に
、
旧
福
賀
中
学
校
校
舎
の

解
体
に
係
る
設
計
管
理
業
務
委
託

料
の
新
規
計
上
と
と
も
に
、
解
体

工
事
費
を
増
額
計
上
。

◆
平
成
27
年
度
阿
武
町
繰
越
明
許

費
繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い
て

　

平
成
27
年
度
一
般
会
計
の
繰
越

明
許
費
に
つ
い
て
、
地
方
自
治
法

施
行
令
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
結

果
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

◆
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

町
の
執
行
に
か
か
る
主
な
工
事

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
、
次

の
件
の
概
要
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。

　

工
事
名
（
請
負
業
者
・
請
負
金

額
）

○
平
成
28
年
度 

旧
ブ
ル
ー
ウ
ェ

イ
福
賀
工
場
解
体
工
事
（
㈲
吉
岡

土
建
・
５
０
７
万
６
０
０
０
円
）

◆
㈱
あ
ぶ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
の
経

営
状
況
に
つ
い
て

　

地
方
自
治
法
の
規
定
に
基
づ

き
、
そ
の
経
営
状
況
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

◆
寄
附
を
受
け
た
こ
と
に
つ
い
て

　

申
し
出
の
あ
っ
た
寄
附
２
０
０

万
円
を
採
納
し
た
こ
と
を
報
告
し

ま
し
た
。

防災拠点再生エネルギー導入事業費　１,０４５万１,０００円
高齢者福祉複合施設設計業務委託費　１,５１８万８,０００円
防災拠点再生エネルギー導入事業費　１,０４５万１,０００円
高齢者福祉複合施設設計業務委託費　１,５１８万８,０００円

総額１億２６９万２,０００円増額補正で
予算総額は３１億６,２６９万２,０００円
総額１億２６９万２,０００円増額補正で
予算総額は３１億６,２６９万２,０００円

　阿武町では昨年10月、選ばれる町をつくると題して“すまい”“しごと”“人のつ
ながり”に重点を置いた「阿武町版総合戦略」を策定しました。
その中の“すまい”に関するプロジェクトの基礎資料とするため、
アンケートを実施する予定です。
◆対象　阿武町内に住宅を所有する全ての方（町営住宅等除く）
◆内容　持ち家の将来（10年後）についての意向を伺います
　アンケートは自治会を通じて8月広報と一緒に配付します。ぜひお盆の帰省時
など、ご家族で家の将来について話し合っていただけると幸いです。
◆問い合わせ　役場総務課　☎２－３１１１

持ち家の将来に関するアンケート調査 ８月に実施
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現
地
踏
査

問　

阿
武
町
は
県
下
で
も
初

め
て
農
福
連
携
事
業
が
ス

タ
ー
ト
す
る
な
ど
、
障
害
者

に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て

い
る
。
障
害
者
関
連
法
が
改

正
さ
れ
た
が
、
施
行
に
あ

た
っ
て
ど
の
よ
う
に
周
知
さ

れ
、
障
害
者
差
別
解
消
法
の

施
行
に
あ
た
っ
て
は
、
市
町

は
合
理
的
な
配
慮
に
つ
い

て
、
対
応
要
領
等
が
義
務
化

さ
れ
て
い
る
が
阿
武
町
の
取

り
組
み
は
。

　

ま
た
、
町
民
セ
ン
タ
ー
前

の
町
道
に
、
玄
関
ま
で
誘
導

の
た
め
の
、
点
字
ブ
ロ
ッ
ク

は
付
け
ら
れ
な
い
か
。

町
長　

障
害
者
基
本
法
で
は

「
市
町
村
障
害
者
計
画
」
を

策
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
あ
り
、
阿
武
町
に
お
い
て

も
、
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス

及
び
相
談
支
援
並
び
に
地
域

生
活
支
援
事
業
の
提
供
体
制

等
の
整
備
を
図
っ
て
い
る
。

　

障
害
者
差
別
解
消
法
に
つ

い
て
は
、
地
方
公
共
団
体
等

の
機
関
が
、
地
方
公
共
団
体

等
職
員
対
応
要
領
の
作
成
に

協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
あ
り
、
町
で
も
、
障
害
を

理
由
と
す
る
不
当
な
差
別
的

扱
い
の
禁
止
な
ど
の
対
応
要

領
を
、
28
年
４
月
１
日
か
ら

施
行
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ

い
て
は
広
報
あ
ぶ
や
阿
武
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し

て
い
る
。

　

次
に
、
町
民
セ
ン
タ
ー
前

の
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
に
つ
い
て

は
、
セ
ン
タ
ー
前
の
町
道
は

歩
道
も
な
く
、
幅
員
も
狭
い

た
め
、
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
を
整

備
す
る
こ
と
は
か
え
っ
て
危

険
と
認
識
し
て
い
る
。
必
要

が
あ
る
と
き
は
、
阿
武
町
障

害
者
移
動
支
援
事
業
を
利
用

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

６
月
14
日
に
工
事
の
進

捗
等
を
踏
査
し
ま
し
た
。

　

完
成
し
た
岡
田
橋
単
身
者

用
住
宅
や
、
林
業
専
用
道
東

イ
ラ
オ
山
線
お
よ
び
山
頂
路

網
（
植
栽
含
む
）
整
備
工
事

の
現
場
等
の
状
況
を
確
認
し

て
い
ま
す
。

問　

先
般
開
設
を
さ
れ
た

「
林
業
専
用
道
東
イ
ラ
オ
山

線
」
に
よ
り
、
大
型
機
械
に

よ
る
間
伐
作
業
が
可
能
と
な

り
、
間
伐
搬
出
経
費
が
大
幅

に
削
減
で
き
た
。
ま
た
バ
イ

オ
マ
ス
燃
料
と
し
て
、
曲
が

り
材
な
ど
の
低
質
材
や
枝
葉

な
ど
か
ら
も
収
益
が
あ
げ
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

地
元
業
者
の
参
入
は
、
諦

め
て
い
た
山
か
ら
の
収
入
だ

け
で
な
く
、
雇
用
に
つ
い
て

も
今
後
大
い
に
期
待
で
き
る

の
で
は
な
い
か
。

　

間
伐
事
業
の
中
で
「
森
林

環
境
保
全
直
接
支
援
事
業
」

に
よ
り
、
森
林
組
合
と
地
元

業
者
の
共
同
経
営
計
画
と
い

う
形
で
、
双
方
で
協
議
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
、
今
後
は
収

入
に
結
び
付
く
間
伐
事
業

が
、
大
き
く
進
展
す
る
も
の

と
期
待
を
し
て
い
る
。

　

林
道
の
開
設
に
よ
り
、
収

入
を
あ
げ
ら
れ
る
町
有
林
や

民
有
林
が
あ
る
が
、
行
政
と

し
て
林
道
の
整
備
を
是
非
お

願
い
し
た
い
。

町
長　
「
森
林
環
境
保
全
直

接
支
援
事
業
」
で
は
、
複
数

の
事
業
体
が
共
同
で
同
計
画

を
策
定
す
る
こ
と
も
で
き
る

の
で
、
各
事
業
体
の
長
所
を

活
か
し
な
が
ら
施
業
が
期
待

で
き
る
な
ど
、
一
定
の
効
果

が
生
み
出
さ
れ
る
と
考
え
て

い
る
。
今
後
阿
武
萩
地
域
で

は
、
年
間
１
５
０
ha
以
上

の
間
伐
が
目
標
と
さ
れ
て
い

る
の
で
、
今
後
も
し
っ
か
り

と
協
力
し
、
必
要
な
搬
出
間

一
般
質
問  

第
2
回
定
例
会  

6
月
14
日

　
　

今
後
、
林
道
だ
け
で
な
く
総
合

Ａ　

的
な
視
点
に
立
ち
、
林
業
施
策

　
　

を
推
進
し
た
い

　
　

機
械
化
に
よ
る
間
伐
収
入
を
上

Q　

げ
る
た
め
に
は
、
大
型
機
械
の

　
　

利
用
可
能
な
林
道
が
必
要
で
は

　
　

「
阿
武
町
障
害
者
プ
ラ
ン
」
を

Ａ　

事
業
推
進
の
基
本
計
画
と
位
置

　
　

づ
け
て
い
る

　
　

改
正
障
害
者
基
本
法
と
障
害
者

Q　

差
別
解
消
法
の
施
行
に
あ
た
っ

　
　

て
、
阿
武
町
の
取
り
組
み
は

白松博之  議員

町
長

町
長

問

問

伐
等
を
推
進
し
た
い
。

　

林
道
の
必
要
性
に
つ
い
て

は
、
阿
武
町
の
基
本
方
針
の

示
す
「
阿
武
町
森
林
整
備
計

画
」
の
も
と
、
５
年
ご
と
の

見
直
し
の
中
で
、
今
後
林
道

だ
け
で
な
く
、
林
業
振
興
の

た
め
の
総
合
的
な
視
点
、
ま

た
長
期
的
な
視
点
に
立
ち
、

財
源
の
許
す
限
り
計
画
に

沿
っ
て
必
要
な
施
策
を
進

め
、
地
域
振
興
に
繋
げ
て
行

き
た
い
。

ため池改修工事
（亀尻第２工区）

ため池改修工事
（石原工区）

林業専用道東イラオ山線
および山頂路網

岡田橋単身者用
住宅新築工事

大型機械を使った林道整備



5

問　

福
賀
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
場
が
整
備
さ
れ
て
以
来
今

日
ま
で
、
自
分
た
ち
で
維
持

管
理
さ
れ
て
き
た
が
、
寒
い

日
、
あ
る
い
は
炎
天
下
で

は
、
風
よ
け
、
日
除
け
等
で

き
る
休
憩
所
が
な
い
。
休
憩

時
間
に
お
互
い
が
色
々
な
話

が
で
き
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
と
ら
れ
る
こ
と
が

町
づ
く
り
に
大
切
で
は
な
い

か
。
ま
た
、
ト
イ
レ
に
不
安

を
持
つ
と
旅
も
ス
ポ
ー
ツ
も

楽
し
く
な
く
な
る
。
最
近
で

は
、
萩
市
紫
福
地
区
と
の
愛

好
家
同
士
の
交
流
試
合
も
行

わ
れ
、
特
に
女
性
の
方
が
大

変
困
っ
て
い
る
。
設
置
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
か
。

町
長　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

が
心
と
体
の
健
康
づ
く
り
に

も
貢
献
し
、
町
づ
く
り
に
繋

が
る
こ
と
は
私
も
感
じ
て
い

る
。
①
体
育
館
既
存
の
ト
イ

レ
活
用　

②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

ス
ク
ー
ル
と
し
て
相
互
の
貢

献　

③
安
全
の
確
保　

④
面

積
が
よ
り
広
く
使
え
る
、
と

い
う
４
つ
の
理
由
か
ら
、
閉

校
と
な
っ
た
旧
福
賀
中
学
校

前
の
広
場
を
活
用
す
る
こ
と

を
提
案
す
る
。
こ
れ
は
強
制

的
に
進
め
る
話
で
は
な
く
、

そ
う
い
う
選
択
肢
も
あ
る
と

い
う
一
つ
の
提
案
の
中
で
、

こ
れ
か
ら
協
議
を
し
て
い
く

事
が
必
要
と
思
う
。

問　

こ
れ
か
ら
の
介
護
予

防
、
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の

在
り
方
は
地
方
創
生
の
延
長

に
あ
り
、
自
分
た
ち
の
住
む

町
は
自
分
た
ち
が
計
画
立
案

し
、
そ
し
て
実
績
が
問
わ
れ

る
、
非
常
に
厳
し
い
現
実
が

突
き
付
け
ら
れ
て
い
る
と
思

う
。
し
か
し
そ
う
し
た
現
実

を
逆
手
に
、
ピ
ン
チ
は
チ
ャ

ン
ス
と
考
え
る
こ
と
も
出
来

る
。
福
賀
に
建
設
さ
れ
る
高

齢
者
福
祉
複
合
施
設
に
大
き

な
期
待
が
持
た
れ
る
。
施
設

の
供
用
開
始
時
期
・
場
所
・

施
設
の
特
徴
は
。

町
長　

福
賀
地
区
の
高
齢
化

率
は
50
％
を
超
え
て
、
現
在

小
規
模
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
「
え
ん
が
わ
」
が
手

狭
な
状
況
。
安
全
安
心
な
地

域
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め

に
も
、
福
祉
施
設
整
備
は
必

Q　

福
賀
地
区
に
建
設
さ
れ
る
高
齢

　
　

者
福
祉
複
合
施
設
に
つ
い
て

問

田中敏雄  議員

Ａ　

ブ
ル
ー
ウ
ェ
イ
㈱
跡
地
に
来
年

　
　

度
末
ま
で
に
開
設
し
た
い

Ａ　

し
ば
ら
く
時
間
を
頂
き
種
々
検

　
　

討
を
し
て
い
く

複合施設建設予定地

平
成
28
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
関
係

問　

奈
古
駐
在
所
は
い
つ
建

設
予
定
か
、
ま
た
用
地
の
取

得
単
価
は
適
正
か
。

答　

建
設
は
今
年
度
末
ま
で

を
予
定
し
て
お
り
、
取
得
単

価
は
適
正
で
あ
る
。

問　

年
金
生
活
者
等
支
援
臨

時
福
祉
給
付
金
の
該
当
者
の

条
件
は
。

答　

平
成
28
年
度
の
住
民
税

が
非
課
税
で
、
障
害
年
金
・

遺
族
年
金
の
受
給
者
、
か
つ

生
活
保
護
者
で
な
い
方
が
対

象
。

問　

福
賀
高
齢
者
福
祉
複
合

施
設
の
基
本
設
計
・
実
施
設

計
業
務
委
託
料
に
つ
い
て
、

１
４
０
０
万
円
と
高
額
す
ぎ

る
の
で
は
。

答　

ま
だ
予
算
段
階
で
、
こ

れ
か
ら
入
札
と
な
る
が
、
こ

れ
で
も
安
く
見
積
も
っ
て
い

る
。

問　

防
災
拠
点
再
生
エ
ネ
ル

ギ
ー
導
入
費
の
太
陽
光
発
電

設
備
設
置
工
事
に
つ
い
て
、

ま
だ
他
に
設
置
す
る
と
こ
ろ

が
あ
る
の
か
。

答　

こ
の
た
び
の
本
庁
へ
の

設
置
工
事
で
終
了
に
な
る
。

問　

清
ヶ
浜
ト
イ
レ
の
解
体

工
事
の
内
容
は
。
ま
た
、
解

体
後
、
遠
岳
山
側
に
設
置
さ

れ
て
い
る
ト
イ
レ
だ
け
と
な

る
た
め
、
ト
イ
レ
の
新
設
を

し
な
け
れ
ば
海
水
浴
利
用
者

が
不
便
に
な
る
の
で
は
。

答　

老
朽
化
が
著
し
く
、
現

在
使
用
さ
れ
て
い
な
い
木
与

側
の
ト
イ
レ
の
解
体
工
事
。

解
体
後
の
新
設
に
つ
い
て

は
、
今
後
検
討
し
た
い
。

問　

福
賀
小
学
校
屋
外
遊
具

改
修
工
事
の
概
要
は
。

答　

点
検
対
象
の
７
種
類
の

遊
具
を
点
検
し
た
結
果
、
ブ

ラ
ン
コ
等
は
危
険
度
が
高
く

改
修
に
緊
急
を
要
す
る
遊

具
、
及
び
改
修
が
必
要
で
あ

る
遊
具
を
改
修
し
、
不
要
な

遊
具
を
撤
去
す
る
工
事
。

　

な
お
、
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
は

撤
去
し
移
動
式
の
ネ
ッ
ト
と

す
る
。

問問 答答答 問問

答答問 問答

行
財
政
改
革
等
特
別
委
員
会
報
告

6
月
14
日
開
催

要
不
可
欠
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。
施
設
の
規
模
や
内

容
等
は
計
画
案
で
あ
る
が
、

計
画
床
面
積
約
７
７
５
平
方

メ
ー
ト
ル
、
介
護
予
防
拠

点
・
地
域
交
流
ス
ペ
ー
ス
、

小
規
模
多
機
能
型
施
設
、
認

町
長

福賀グラウンドゴルフ場

知
症
対
応
型
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
等
、
一
体
的
に
整
備
を
す

る
複
合
施
設
を
予
定
し
て
い

る
。
場
所
は
、
総
合
的
に
勘

案
し
た
中
で
ブ
ル
ー
ウ
ェ
イ

株
式
会
社
福
賀
工
場
跡
地

に
、
今
年
度
に
建
設
用
地
等

の
整
備
と

実
施
計
画

を
行
い
、

来
年
度
末

ま
で
に
は

開
設
し
た

い
。

問

中野祥太郎  委員長

　
　

福
賀
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
休

Q　

憩
施
設
お
よ
び
ト
イ
レ
の
設
置

　
　

に
つ
い
て

旧福賀中学校前広場

町
長



〈６月の寄附者〉

【３万円】

武田榮子 様（大阪府）

堀山政幸 様（京都府）

許可をいただいた方のみ掲載しています。

ふるさと納税（寄附金）
ありがとうございます

　萩警察署協議会は、警察署長が警察署の業務運営に民意を反映させるため、その在り方について住民
の意見を聴くための機関です。また、警察署長が警察の業務運営について住民に説明し、その理解と協
力を求める場でもあります。

 活動状況
　協議会は平成13年６月に設立され10人の委員で構成されており、年４回の協議会では警察の担当者
から業務の推進状況について説明を受け、住民の立場から警察活動に対する意見・要望を提出していま
す。
　また、安全・安心な地域づくりにむけて、自主的に犯罪の予防や少年非行・交通事故防止対策など
様々な活動を行っており、今年度は特に自転車盗難の防止活動に取り組んでいくことにしています。
　萩警察署の業務に対する気付き、意見は最寄りの委員へお知らせください。

 委員紹介（阿武町）　永柴孝子さん（宇田中央）☎４－０５２４　

　昨年10月から、みどり保育園で外国人保育士補助員として
働いているステファニー・ラブレックさん。外国人青年招致事
業の任期が７月末をもって満了となり、このたび帰国すること
になりました。
　みどり保育園に常駐し、英語のあいさつや歌、劇などをとお
して英語に親しみ、日常的に異文化に触れる機会をたくさん作
っていただきました。
　これからカナダのビショップス大学に戻って、勉強を続ける
ステファニー先生の今後のご活躍をお祈りします。

　昨年10月から、みどり保育園で外国人保育士補助員として
働いているステファニー・ラブレックさん。外国人青年招致事
業の任期が７月末をもって満了となり、このたび帰国すること
になりました。
　みどり保育園に常駐し、英語のあいさつや歌、劇などをとお
して英語に親しみ、日常的に異文化に触れる機会をたくさん作
っていただきました。
　これからカナダのビショップス大学に戻って、勉強を続ける
ステファニー先生の今後のご活躍をお祈りします。

みなさんの『声』をお聞かせください

ご存じですか？『萩警察署協議会』

　萩食品衛生協会功労者等の表彰式が６月21日に萩市内の
ホテルで開催され、山口県萩環境保健所長表彰の食品優良施
設として宇田郷の「ちづるのパン工房」が受賞されました。
　今回の受賞は、パン工房を経営する西村千鶴さん（宇田中
央）の長年にわたる地道な功績が認められたものです。

Thank you very much!!Thank you very much!!
　本当にお世話になりました☆　本当にお世話になりました☆
Thank you very much!!
　本当にお世話になりました☆
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　参加者も一緒に歌を歌うスタイルの歌声喫茶が
７月２日、町民センター多目的ホールで開催され
130人が懐かしい名曲や民謡・童謡を楽しみまし
た。これはモアステージあぶが企画したもので、
四季を通じてピアノを活用したコンサートを開催
しようという試みのひとつ。喫茶ではプロ歌手の
中西明さんと小川邦美子さんの司会と軽快な歌声
にリードされながら、会場一体となって「青い山
脈」や「みかんの花咲く丘」など計35曲を合唱し
ました。参加者からは「満足した。このような企
画をまたしてほしい」との声が聞かれ、懐かしい
音楽と心地よい空間に笑顔の花が咲きました。

　日にちを変更して初めて開催された福賀地区の運動
会。あいにくの天気で体育館での開催となりました
が、福賀らしい絆の強さと地域の一体感を感じる運動
会となりました。

６／１９

福賀小の子どもたちに
よる創作ダンス

7

　～東京の“歌声喫茶ともしび”が、町民センターで出前歌声喫茶～
歌声喫茶ＡＢＵ、１日限定オープン！
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６
月
14
日
に
阿
武

中
学
校
体
育
館
で
体

力
テ
ス
ト
・
生
活
習

慣
チ
ェ
ッ
ク
が
行
わ

れ
20
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
新
体

力
テ
ス
ト
を
通
し
て

自
分
の
体
力
や
生
活

習
慣
を
知
り
、
健
康

づ
く
り
・
体
力
づ
く

り
に
生
か
す
も
の

で
、
参
加
者
は
上
体

起
こ
し
や
長
座
体
前
屈
な
ど
、
６
種
目
に
挑
戦
。
心
地
よ
い

汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

 
阿
武
町
の
公
共
交
通
体
系
を
協
議
す
る
「
地
域
公
共
交
通

会
議
」
が
６
月
23
日
、
役
場
大
会
議
室
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
の
議
題
は
町
営
バ
ス
の
道
の
駅
〜
福
賀
小
前
・
宇

生
賀
線
等
に
新
た
に
齋
藤
医
院
前
バ
ス
停
を
設
け
る
こ
と

と
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ゴ
ン
奈
古
路
線
の
宇
久
ル
ー
ト
の
う

ち
町
道
丸
山
線
を
延
長
す
る
こ
と
が
話
し
合
わ
れ
、
全
会
一

致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
今
年
10
月
か

ら
改
正
と
な
り
ま
す
。

 

こ
の
ほ
か
、
事
務
局
か
ら
町
営
バ
ス
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ

ゴ
ン
の
利
用
状
況
が
報
告
さ
れ
、
特
に
こ
の
４
月
か
ら
運
行

を
開
始
し
た
町
営
バ
ス
、
道
の
駅
〜
福
賀
小
前
・
宇
生
賀
線

に
つ
い
て
は
４
月
と
５
月
の
利
用
者
数
が
３
０
０
人
程
度

と
、
想
定
の
半
分
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
特
に
日
中
の

便
の
一
般
客
の
利
用
者
増
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

福賀～道の駅間のバス利用促進が課題
阿武町地域公共交通会議を開催

福賀～道の駅間のバス利用促進が課題
阿武町地域公共交通会議を開催

様々な経験、ひとのつながりに感謝
地域おこし協力隊　活動報告会

様々な経験、ひとのつながりに感謝
地域おこし協力隊　活動報告会

奈古駅前バス停奈古駅前バス停

自
分
の
体
力
を
し
っ
か
り
チ
ェ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　

体
力
テ
ス
ト
に
挑
戦

自
分
の
体
力
を
し
っ
か
り
チ
ェ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　

体
力
テ
ス
ト
に
挑
戦

　

農
業
者
の
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
に
対
す
る
取
り
組
み
と

し
て
６
月
25
・
26
日
の
２
日
間
、
山
口
大
学
剣
道
部
の
学

生
が
う
も
れ
木
の
郷
で
草

取
り
交
流
を
行
い
ま
し

た
。
こ
れ
は
今
年
で
５
回

目
を
迎
え
る
取
り
組
み

で
、
う
も
れ
木
の
郷
で
栽

培
し
て
い
る
〝
エ
コ
１
０

０
米
〞
の
田
の
草
取
り
作

業
を
は
じ
め
、
女
性
部
と

一
緒
に
豆
腐
作
り
に
も
挑

戦
。
夜
は
地
元
農
家
に
民

泊
し
交
流
を
深
め
ま
し

た
。 取

り
組
み
５
年
、
絆
も
深
ま
る

う
も
れ
木
の
郷
が
山
大
剣
道
部
と
草
取
り
交
流

取
り
組
み
５
年
、
絆
も
深
ま
る

う
も
れ
木
の
郷
が
山
大
剣
道
部
と
草
取
り
交
流

山・海・里Ａｂｕ　ＴｏｐｉｃｓＡｂｕ　Ｔｏｐｉｃｓまちの話題まちの話題

協力して草取り作業を終えて協力して草取り作業を終えて

反復横跳びで瞬発力をチェック反復横跳びで瞬発力をチェック

　

平
成
25
年
７

月
か
ら
阿
武
町
地

域
お
こ
し
協
力
隊

と
し
て
活
動
し
、

３
年
の
任
期
満
了

を
迎
え
た
廣
田
浩

士
さ
ん
の
活
動
報

告
会
が
６
月
30

日
、
役
場
大
会
議

室
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

３
年
間
の
活
動

の
集
大
成
と
し
て

会
で
は
、
廣
田
さ

ん
が
活
動
の
内
容

や
思
い
を
報
告
。
来
町
当
初
か
ら
道
の
駅
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
に
関
わ
り
な
が
ら
「
さ
ざ
え
カ

レ
ー
」
の
開
発
に
携
わ
る
と
と

も
に
、
福
賀
の
野
菜
の
集
荷
や

福
の
里
直
売
所
へ
魚
を
配
達
す

る
仕
組
み
の
構
築
な
ど
に
も
尽

力
。
ま
た
、
様
々
な
野
菜
を
自

ら
栽
培
し
た
り
、
漁
師
と
と
も

に
漁
に
出
る
な
ど
漁
業
へ
の
関

わ
り
も
持
ち
な
が
ら
、
多
岐
に

わ
た
り
活
動
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

廣
田
さ
ん
は
「
良
い
環
境
の

中
で
子
ど
も
を
育
て
た
い
と
思

い
、
阿
武
町
に
来
ま
し
た
。
活

動
を
通
し
て
様
々
な
経
験
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
感
謝
の
気
持
ち

で
い
っ
ぱ
い
で
す
」
と
話
し
、

参
加
者
か
ら
エ
ー
ル
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

多くの参加者の前で活動を報告多くの参加者の前で活動を報告

あたたかく報告を見守るあたたかく報告を見守る
協力隊の任期を
終えた廣田さん
協力隊の任期を
終えた廣田さん
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７
月
１
日
に
道
の
駅

阿
武
町
で
「
社
会
を
明

る
く
す
る
運
動
」
の
Ｐ

Ｒ
活
動
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
阿
武
町
社

会
を
明
る
く
す
る
運
動

推
進
委
員
会
の
皆
さ
ん

が
、
Ｐ
Ｒ
用
の
テ
ィ
ッ

シ
ュ
と
黄
色
い
羽
根
を

来
客
者
に
手
渡
し
な
が

ら
、
広
く
運
動
の
周
知

を
図
り
ま
し
た
。

　

法
務
省
が
主
唱
す
る

こ
の
運
動
は
、
犯
罪
や

非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動

で
、
今
年
は
「
帰
る
べ
き
場
所
が
な
い
ま
ま
、
刑
務
所
か
ら

社
会
に
戻
る
人
を
減
ら
す
こ
と
」
や
「
薬
物
依
存
か
ら
の
回

復
と
社
会
復
帰
を
長
期
的
に
支
え
る
地
域
の
環
境
を
作
る
こ

と
」
を
重
点
事
項
と
し
て
、
全
国
で
運
動
が
展
開
さ
れ
て
い

ま
す
。

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

　
　
　
　
　

道
の
駅
で
啓
発
活
動
を
実
施

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

　
　
　
　
　

道
の
駅
で
啓
発
活
動
を
実
施

道の駅阿武町でのPR活動道の駅阿武町でのPR活動
阿武町社会を明るくする運動
推進委員会のみなさん

阿武町社会を明るくする運動
推進委員会のみなさん

　

阿
武
町
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
Ｏ
Ｂ
の
廣

田
浩
士
さ
ん
と
、
う
も
れ
木
の
郷
四
つ
葉

サ
ー
ク
ル
が
主
催
す
る
〝
じ
ゃ
が
い
も
収
穫

体
験
〞
が
７
月
10
日
、
福
賀
地
区
う
も
れ
木

の
郷
圃
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
廣
田
さ
ん
が

「
じ
ゃ
が
い
も
を
育
て
さ
せ
て
も
ら
っ
て
収
穫
し
た
際
の
感

動
と
喜
び
を
、
ぜ
ひ
た
く
さ
ん
の
人
に
体
験
し
て
ほ
し
い
」

と
昨
年
初
め
て
企
画
し
た
も
の
で
、
今
年
で
２
回
目
。
男
爵

い
も
を
２
０
０
㎡
ほ
ど
育
て
準
備
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
伊
豆
集
会
所
周
辺
に
は
お
米
や
ト
マ
ト
、
様
々
な

野
菜
な
ど
の
特
産
品
の
販
売
や
、
福
の
里
の
お
す
し
、
四
つ

葉
サ
ー
ク
ル
手
作
り
の
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
、
あ
ぶ
り
ん
の
鯛
焼

き
、
長
門
市
地
域
お
こ
し
協

力
隊　

津
田
祐
介
さ
ん
の
パ

エ
リ
ア
な
ど
の
販
売
も
あ

り
、
来
場
者
は
収
穫
と
特
産

品
を
満
喫
で
き
る
企
画
と
な

り
ま
し
た
。

　

近
隣
市
町
か
ら
も
多
く
の

子
ど
も
た
ち
が
収
穫
体
験
に

訪
れ
、
に
ぎ
や
か
な
声
が
響

い
て
い
ま
し
た
。

じゃがいもたくさん！！じゃがいもたくさん！！ 体験を通して交流深まる体験を通して交流深まる

　

消
防
の
基
本
技
術
の

習
熟
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
７
月
３
日
、
阿
武

町
消
防
団
夏
季
訓
練
が

開
催
さ
れ
１
０
１
人
の

団
員
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

こ
の
日
は
雨
天
の
た

め
、
体
育
セ
ン
タ
ー
で

萩
市
消
防
本
部
の
教
官

の
指
導
の
も
と
、
礼
式

の
訓
練
を
行
っ
た
ほ

か
、
女
性
団
員
・
新
入
団
員
は
A
E
D
を
使
用
し
た
心
肺
蘇

生
法
な
ど
の
訓
練
を
行
い
、
知
識
を
深
め
ま
し
た
。

安
全
安
心
な
暮
ら
し
を
守
る
た
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　

消
防
団
が
夏
季
訓
練

安
全
安
心
な
暮
ら
し
を
守
る
た
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　

消
防
団
が
夏
季
訓
練

　

７
月
９
日
、
み
ど
り
保

育
園
で
ち
び
っ
こ
ま
つ
り

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
年

長
児
に
よ
る
ち
び
っ
こ
太

鼓
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
、

に
ぎ
や
か
に
ま
つ
り
が
ス

タ
ー
ト
。
真
っ
赤
な
衣
装

で
バ
チ
さ
ば
き
も
か
っ
こ

よ
く
ポ
ー
ズ
も
決
ま
り
、

威
勢
の
い
い
か
け
声
と
太

鼓
の
音
が
園
庭
い
っ
ぱ
い

鳴
り
響
き
ま
し
た
。

園
児
の
晴
れ
舞
台
、
見
事
に
決
ま
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち
び
っ
こ
ま
つ
り

園
児
の
晴
れ
舞
台
、
見
事
に
決
ま
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち
び
っ
こ
ま
つ
り

威勢のいいちびっこ太鼓（年長児）威勢のいいちびっこ太鼓（年長児） 心肺蘇生法について真剣に学ぶ心肺蘇生法について真剣に学ぶ

地域おこし協力隊ＯＢ
廣田さん×四つ葉サークル企画
うもれ木の郷で“じゃがいも収穫体験”



表

彰

席

ふ
れ
あ
い
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

第
38
回
玖
珂
町

　
　
　

近
郷
少
年
柔
道
大
会

第
22
回
中
関
柔
道

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
柔
道
大
会

10

あなたのまちの身近な話題をお寄せください。
役場総務課企画広報係（☎2̶3111）　E-mail : kikaku02@town.abu.lg.jp

　

６
月
11
日
に
大
阪
の
太
閤
園
で
開

催
さ
れ
た
平
成
28
年
度
「
第
１
２
７
回

関
西
山
口
県
同
郷
会
」
に
は
阿
武
町
出

身
者
ら
25
人
が
参
加
。
町
か
ら
中
村

町
長
と
小
田
教
育
長
も
参
加
し
、
阿
武

町
の
物
産
展
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
東
京
ふ
る
さ
と
阿
武
町
会
」
に
続

い
て
、
今
年
は
ぜ
ひ
関
西
・
東
海
エ
リ

ア
に
も
阿
武
町
会
を
発
足
さ
せ
よ
う

と
、
福
賀
地
区
の
村
上
誠
二
さ
ん

（
73
歳
）
を
始
め
、
各
地
区
世
話
人

の
幅
広
い
声
か
け
に
よ
り
、
場
所
を
変

え
た
２
次
会
に
は
さ
ら
に
多
い
33
人
が

参
加
。
近
況
を
報
告
す
る
と
と
も
に
町

長
・
教
育
長
と
懇
談
し
ま
し
た
。

　

世
話
人
代
表
の
村
上
さ
ん
は
、「
予
想

を
超
え
る
多
く
の
阿
武
町
出
身
者
が
集
ま

り
、
故
郷
に
寄
せ
る
熱
い
想
い
を
聞
く
こ

と
が
で
き
た
。
ふ
る
さ
と
会
創
立
の
機
運

も
高
ま
っ
て
き
た
の
で
ぜ
ひ
今
年
中
に
発

足
さ
せ
た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
っ
て
い

ま
し
た
。

　

な
お（
仮
称
）関
西
ふ
る
さ
と
阿
武
町
会

は
関
西
、
東
海
地
方
を
エ
リ
ア
と
し
て
会

員
を
募
集
す
る
予
定
で
、
こ
れ
か
ら
世
話

人
会
で
内
容
を
詰
め
て
行
き
ま
す
。
詳
し

い
こ
と
は
村
上
誠
二
さ
ん
（
大
阪
府
茨
木

市
在
住
、
福
賀
飯
谷
出
身
）
☎
０
９
０
―

８
５
２
２
―
５
３
８
９
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

今
年
こ
そ
、ふ
る
さ
と
阿
武
町
会
の
結
成
を
！

　
　
　

関
西
山
口
県
同
郷
会
に
阿
武
町
出
身
者
２５
人

　

首
都
圏
在
住
の
阿
武
町
出
身
者

等
で
組
織
す
る
、
同
郷
会
「
東
京

ふ
る
さ
と
阿
武
町
会
」
の
第
３
回

大
会
が
６
月
18
日
、
東
京
都
港
区

の
「
シ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル
芝
弥
生
」

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
町
外
在
住
者
に
も
ふ
る

さ
と
阿
武
町
を
応
援
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
、
サ
ポ
ー
ト
町
民
組
織

化
事
業
に
よ
り
都
市
住
民
と
の
交

流
強
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

広
報
あ
ぶ
の
有
料
購
読
者
な
ど
に

広
く
呼
び
か
け
を
行
い
設
立
さ
れ

た
も
の
で
、
今
年
で
３
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　

総
会
で
は
阿
武
町
福
賀
の
出
身
で
同
会
会
長
の
三
木
正
市
さ
ん

が
あ
い
さ
つ
。
役
員
改
選
に
続
き
、
参
加

者
の
自
己
紹
介
や
近
況
報
告
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
懇
親
会
で
は
３
地
区
の
出
身

中
学
の
校
歌
を
斉
唱
す
る
な
ど
、
旧
交
を

温
め
て
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
「
東
京
ふ
る
さ
と
阿
武
町
会
」
は
首
都
圏

在
住
の
阿
武
町
出
身
者
な
ら
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
、
来
年
も
６
月
17
日（
土
）に
開

催
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
会
場
と
し
て
い
た

シ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル
芝
弥
生
は
今
年
で
閉

館
す
る
た
め
、
開
催
場
所
は
検
討
中
で

す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
事
務
局
長　

松

浦
勉　

☎
０
８
０
―
３
２
１
８
―

８
８
２
５
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

山口県知事をはじめ、総勢約300人が参加山口県知事をはじめ、総勢約300人が参加

か
け
が
え
の
な
い
ふ
る
さ
と
へ
の
思
い

　
　
　
　
　
　

第
３
回
東
京
ふ
る
さ
と
阿
武
町
会

参加者で記念撮影参加者で記念撮影

懐かしい校歌を斉唱懐かしい校歌を斉唱
あいさつする
三木正市会長
あいさつする
三木正市会長

６
月
23
日　

ユ
ー
ズ
ボ
ウ
ル
萩

主
催
：
宇
田
ふ
れ
あ
い
ク
ラ
ブ

【
ミ
ス
タ
ー
の
部
】

★
優　

勝　

小
野
智
彦
（
奈
古
）　

★
準
優
勝　

藤
村
聖
美
（
宇
田
浦
）　

★
第
３
位　

岩
本　

清
（
宇
田
中
央
）　

【
ミ
ズ
の
部
】

★
優　

勝　

近
藤
利
津
子
（
宇
田
中
央
）

★
準
優
勝　

齋
藤
豊
子
（
惣
郷
）　

★
３　

位　

惠
美
奈
美
智
代
（
宇
田
浦
）

　
７
月
３
日　

玖
珂
体
育
セ
ン
タ
ー

【
個
人
戦 

２
年
生
男
子
の
部
】

★
準
優
勝　

上
田
怜
央
（
水
ヶ
迫
）

【
団
体
戦 

低
学
年
の
部
】

★
３　

位　

A
B
U
柔
道
ク
ラ
ブ

７
月
10
日　

防
府
市
武
道
館

【
個
人
戦 

２
年
生
男
子
の
部
】

★
準
優
勝　

末
益
鼓
一
（
水
ヶ
迫
）

【
団
体
戦 

低
学
年
の
部
】

★
３　

位　

A
B
U
柔
道
ク
ラ
ブ

【
団
体
戦 

中
学
年
の
部
】

★
準
優
勝　

A
B
U
柔
道
ク
ラ
ブ

（
敬
称
略
）
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21Ｃラボ通信

たくさんの見方で町を見て楽しみ、町の良さに気付く　
視点の違いが町の魅力発見に

　

21
世
紀
の
暮
ら
し
方
研
究
所
（
以

下
：
ラ
ボ
）
の
第
２
回
講
座
が
６
月
25

日
、
奈
古
地
区
の
水
甚
で
行
わ
れ
40
人

が
参
加
。
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
と
お

し
て
町
を
新
た
な
視
点
で
歩
き
、
様
々

な
見
方
の
違
い
と
気
付
い
た
魅
力
を
共

有
し
ま
し
た
。

ま
ず
は
町
を
知
る
こ
と

　

こ
れ
か
ら
様
々
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

進
め
る
上
で
、
ま
ず
は
町
を
知
る
こ
と

を
大
切
に
し
ま
す
。
今
回
は
「
テ
ー

マ
」
を
持
っ
て
町
を
歩
き
、
観
察
す
る

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
実
施
。
新
た
な

場所：水甚（阿武町大字奈古２６６１－２）
内容：阿武町内のフィールドワーク２ です！
★１３：１０までに道の駅阿武町温水プール前に集合し
　ていただくと、会場までご案内します。

場所：水甚（阿武町大字奈古２６６１－２）
内容：阿武町内のフィールドワーク２ です！
★１３：１０までに道の駅阿武町温水プール前に集合し
　ていただくと、会場までご案内します。

　今回は、町の人にお話
を聞いてみます☆
　お話を聞くコツを学ん
だあと町へ繰り出し、昔
の暮らしやストーリーを
聞いてみましょう☆彡

◆問い合わせ　21世紀の暮らし方研究所事務局（役場総務課企画広報係）☎２－３１１１

発
見
と
、
参
加
者
同
士
で
も
共
通
す
る

視
点
と
異
な
る
着
眼
点
が
あ
る
こ
と
を

楽
し
み
ま
し
た
。
こ
の
着
眼
点
の
違
い

が
多
い
ほ
ど
、
町
の
個
性
（
見
方
）
が

広
が
り
ま
す
。

グ
ル
ー
プ
別
に
テ
ー
マ
、

　
　

様
子
を
再
現
し
撮
影

①
仕
事
を
さ
ぼ
る
な
ら
？

②
外
国
の
方
を
案
内
す
る
な
ら
？

③
こ
っ
そ
り
デ
ー
ト
す
る
な
ら
？

④
週
末
だ
け
屋
台
を
出
す
な
ら
？

⑤
地
形
（
空
間
）
を
生
か
し
た
ス
ポ
ー

　

ツ
大
会
を
す
る
な
ら
？

の
５
つ
の
テ
ー
マ
で
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
町
を
散
策
。
テ
ー
マ
に
合
う
場
所
を

見
つ
け
、
そ
の

シ
ー
ン
を
再
現

し
た
写
真
を
楽

し
み
な
が
ら
撮

影
し
ま
し
た
。

次回ラボの開催予定

７月２３日（土）１３：３０～１６：３０

テ
ー
マ
を
定
め
、
想
像
し
た
場
面
を

再
現
し
撮
影

写
真
は
路
地
を
使
っ
て
「
世
界
初
！

　
　

世
界
一
狭
い
ボ
ウ
リ
ン
グ
屋
台
」

「奈古の漁港で、
こっそりデート」

新
た
な
視
点
か
ら
町
を
楽
し
む

　

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
後
は
、
水
甚
で

共
有
会
を
行
い
ま
し
た
。
各
班
が
ど
の

よ
う
な
ル
ー
ト
で
町
を
歩
い
た
の
か
、

ま
た
再
現
し

た
場
所
と
そ

の
写
真
を
地

図
に
ま
と

め
、
発
表
を

行
い
ま
し

た
。

　

路
地
や
奈
古
の
町
並
み
を
う
ま
く
生

か
し
な
が
ら
、
テ
ー
マ
に
合
わ
せ
撮
影

さ
れ
た
写
真
は
そ
れ
ぞ
れ
ユ
ニ
ー
ク
。

今
ま
で
何
気
な
く
見
て
い
た
町
の
景
色

も
、
視
点
を
変
え
る
と
個
性
に
溢
れ

様
々
な
可
能
性
を
感
じ
る
も
の
と
な
り

ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
情
報
を
今
後
ま
と
め
て
い

き
な
が
ら
、
思
い
出
不
動
産
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
等
へ
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

実現可能!?「仕事終わりの
憩いの場、立ち飲み屋台」

グループでまとめ
発表し共有

回ったルートを振り返り

どなたでも参加歓迎！！



初
め
て
６
月
開
催
！
一
体
感
の
大
運
動
会

　

保
小
と
地
域
が
一
体
と
な
り
６
月

19
日（
日
）に
「
最
後
ま
で
力
い
っ
ぱ

い
全
力
で
！
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も

と
、
福
賀
地
区
こ
い
の
ぼ
り
大
運
動
会

を
実
施
し
ま
し
た
。
福
賀
中
学
校
の
閉

校
に
伴
い
運
動
会
の
あ
り
方
を
検
討
し

た
際
、
夏
場
猛
暑
日
が
続
く
中
で
、
夏

休
み
か
ら
９
月
上
旬
で
の
練
習
で
は
、
指
導
が
十
分
に
行
え
な

い
こ
と
や
、
地
域
も
秋
の
農
繁
期
を
迎
え
る
中
で
出
場
者
が
制

限
さ
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
開
催
日
を
６
月
に
変
更
。
６
月
中

旬
は
梅
雨
真
っ
盛
り
の
時
期
の
た
め
、
雨
天
も
覚
悟
の
日
程
な

が
ら
、
前
日
は
真
夏
の
よ
う
な
晴
天
で
あ
り
、
外
で
の
開
催
も

期
待
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
当
日
未
明
か
ら
明
け
方
に
か

け
、
強
く
雨
が
降
っ
た
り
止
ん
だ
り
の
空
模
様
が
続
い
た
た
め

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
状
態
が
悪
く
、
や
む
な
く
学
校
体
育
館
で
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。
十
分
な
ス
ペ
ー
ス
が
な
い
中
で
の
競
技

に
、
初
め
は
窮
屈
さ
を
感
じ
て
い
ま
し
た
が
、
次
第
に
慣
れ
て

く
る
と
競
技
者
と
観
覧
者
と
の
距
離
が
近
く
、
声
援
や
足
音
も

反
響
す
る
こ
と
で
、
臨
場
感
や
一
体
感
が
あ
る
運
動
会
と
な
り

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
が
こ
い
の
ぼ
り

を
か
ざ
し
て
走
る
競
技
で
は
、
そ
の
可

愛
さ
に
誰
も
が
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
、
笑

顔
と
な
り
、
感
動
の
輪
が
広
が
っ
て
い

き
ま
し
た
。
ふ
と
外
を
見
る
と
い
つ
の

間
に
か
雨
も
止
み
、
午
後
か
ら
は
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
も
行
え
る
状
況
と
な
り
ま
し

た
が
、
体
育
館
で
の
運
動
会
が
ス
ム
ー
ズ
に
心
地
よ
く
運
営
さ

れ
て
い
た
た
め
、
最
後
ま
で
体
育
館
で
行
い
ま
し
た
。

　

地
域
チ
ー
ム
は
、
２
年
振
り
に
福
賀
下
（
青
）
チ
ー
ム
が
優

勝
し
ま
し
た
。
保
小
公
の
参
加
者
の
皆
さ
ん
、
ま
た
運
営
役
員

等
の
積
極
的
な
協
力
に
よ
り
、
中
学
校
閉
校
に
負
け
な
い
、
活

力
あ
る
地
域
愛
に
満
ち
た
力
強
い
運
動
会
と
な
り
ま
し
た
。

安
全
安
心
な
お
話
し

　

ま
ち
の
お
ま
わ
り
さ
ん
か
ら

　

６
月
７
日
に
第
２
回
宇
田
寿
齢
大
学

を
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
、『
高
齢
者
の
交
通
安
全

と
還
付
金
詐
欺
に
つ
い
て
』
と
題
し
萩
警
察
署
宇
田
郷
駐
在

所
田
中
所
長
か
ら
講
義
が
あ
り
ま
し
た
。

　

前
半
の
「
交
通
安
全
に
つ
い
て
」
で
は
、「
高
齢
者
の
交
通

事
故
が
絶
え
ず
発
生
し
て
い
る
が
、
十
分
気
を
つ
け
て
欲
し

い
。
若
い
時
に
比
べ
体
力
が
衰
え
て
い
る
の
で
、
体
力
を
過
信

し
て
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
気
を
つ
け
、
運
転
も
無
理
な
く
し

て
ほ
し
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
後
半
の
「
還
付
金
詐

欺
に
つ
い
て
」
で
は
、「
巧
妙
な
手
口
で
あ
た
か
も
お
金
を
返

す
と
言
い
な
が
ら
Ａ
Ｔ
Ｍ
ま
で
誘
い
込
み
、
巧
み
な
口
調
で
お

金
を
奪
い
取
る
。
お
か
し
い
な
と
思
っ
た
ら
迷
わ
ず
最
寄
り
の

警
察
署
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
」
と
、
会
員
へ
被
害
に
遭
わ
な

い
よ
う
、
呼
び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

芝
の
上
で
 46
人
大
交
流

　

６
月
10
日
に
宇
田
ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
、
恒
例
の
宇
田
郷
地
区
職
域
親
睦
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

毎
年
天
候
が
気
に
な
る
大
会
で
す
が
、
今
回

は
珍
し
く
晴
天
に
恵
ま
れ
絶
好
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
中
、
10
ホ
ー
ル
廻
っ
て
勝

敗
を
決
し
ま
し
た
。（
46
人
参
加
）（
敬
称
略
）

【
団
体
の
部
】
優
勝
：
宇
田
郵
便
局
･
宇
田
郷

駐
在
所
･
社
会
福
祉
協
議
会
･
阿
武
小
学
校
･
ス
ポ
ー
ツ
推
進

員
、
準
優
勝
：
鶴
惣
工
業（
株
）惣
郷
工
場
、
３
位
：
議
会
議

員
・
阿
武
町
役
場
／
【
男
性
の
部
】
優
勝
：
中
本
賢
（
宇
田
郵

便
局
）、
準
優
勝
：
藤
本
健
一
（
宇
田
郷
定
置
網
）、
３
位
：

茂
刈
達
美
（
宇
田
郷
定
置
網
）
／
【
女
性
の
部
】
優
勝
：
白
石

壽
江
（
ひ
だ
ま
り
の
里
）
、
準
優
勝
：
金
﨑
文
子
（
鶴
惣
工
業

（
株
）惣
郷
工
場
）
、
３
位
：
清
水
紀
美
子
（
ひ
だ
ま
り
の
里
）

男
の
簡
単
料
理

　

６
月
24
日
に
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
、
宇
田
郷
地
区
男
料
理

の
集
い
を
開
催
し
ま
し
た
。
年
２
回
開
催
し
て
い
る
第
１
回
目

の
今
回
は
、
だ
れ
で
も
簡
単
に
で
き
る
手
料
理
４
品
を
作
り
ま

し
た
。
メ
ニ
ュ
ー
と
に
ら
め
っ
こ
し
な
が
ら
分
業
し
ま
し
た
。

出
来
栄
え
は
ど
う
で
し
た
か
？
自
分
で

作
っ
た
料
理
は
最
高
で
し
ょ
う
！？

梅
雨
の
中
休
み
に
ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト
！

　
　
　
　
　
　

女
性
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　

６
月
26
日
、
第
39
回
奈
古
地
区
女
性
ス

ポ
ー
ツ
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

梅
雨
の
雨
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
１
０

０
人
を
超
す
参
加
者
が
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

日
和
の
中
、
全
18
ホ
ー
ル
を
廻
り
ま
し
た
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
ベ
テ
ラ
ン
の
方
、

毎
年
こ
の
大
会
だ
け
の
方
、
今
回
が
初
め
て

の
方
な
ど
で
し
た
が
、
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を

出
し
た
人
が
９
人
も
出
て（
内
２
回
出
し
た

人
が
２
人
！！
）、
楽
し
い
大
会
と
な
り
ま
し

た
。
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

【
優　

勝
】
白
組（
寺
東
、
東
方
、
市
、
土
、
筒
尾
、
岡
田
橋
）

【
準
優
勝
】
黄
組（
野
柳
、
浜
の
一
･
二
、
美
浜
、
大
里
、
水
ヶ

　

迫
、
美
里
、
美
咲
）

復
刻
版
！
平
成
22
年
お
や
じ
カ
レ
ー
！

　

メ
ン
ズ
キ
ッ
チ
ン　

６
月
講
座

　

６
月
29
日
、
メ
ン
ズ
キ
ッ
チ
ン
の
開
講

式
と
６
月
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
開
講
式
で
年
間
の
予
定
を
決
め

た
後
、
今
回
の
テ
ー
マ
「
〜
新
じ
ゃ
が
・

新
玉
ね
ぎ
を
使
っ
て
〜 

復
活
！
平
成
22
年

お
や
じ
カ
レ
ー
！
」
と
い
う
こ
と
で
、
平

成
22
年
の
レ
シ
ピ
を
元
に
、
当
時
の
「
お

や
じ
カ
レ
ー
」
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

玉
ね
ぎ
は
飴
色
に
な
る
ま
で
炒
め
る
、

野
菜
は
と
ろ
け
な
い
よ
う
に
工
夫
す
る
な

ど
の
こ
だ
わ
り
が
あ
る
な
か
、
カ
レ
ー
な

ら
任
せ
て
お
け
と
ば
か
り
に
、
参
加
し
た

学
級
生
が
手
際
よ
く
復
活
さ
せ
ま
し
た
。

　

次
回
は
９
月
29
日
に
「
粉
物
」
の
料
理

で
い
つ
も
と
は
違
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

料
理
は
や
っ
た
こ
と
が
な
い
と
い
う
方
も
大
歓
迎
な
の
で
、

是
非
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

福賀名物こいのぼりも

おやじカレー復活！  みんなで新じゃがの皮むきです 楽しくプレー優勝旗は白組に

肩ぐるまで応援

入賞のみなさん料理に挑戦 講義する田中所長

12
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水泳許可区域
水泳禁止区域
水泳禁止区域立札

水泳許可・禁止区域水泳許可・禁止区域水泳許可・禁止区域

福賀地区

郷川郷川郷川

プール
中学校

小学校

奈古駅

筒尾

※河口は
　禁止

奈古地区

今浦

田部湾内

元浦港内

畑尻

ばらすよけ～すずめ島

1

2

3

4

惣郷

尾無

畑

水泳禁止区域

二反田（旧生コン）

青浦（旧道入口）

今浦港内

びわくび（田部湾の反対側）

井部田尻

より仏

宇田郷駅前

尾無港内

A

B
A

B

C

CE

D

F

D
E

G

H

F
G
H

宇田郷駅

平原

つづら
田部

宇田郷地区
保護者同伴許可区域

水泳禁止区域

水泳禁止区域立礼

郷

宇田へ

港
かぶ坂

萩へ

温水プール
※小学３年生以下は保護者同伴

宇久 ・ 木与地区

宇久港
清ヶ浜

奈古へ

宇田へ

※清ヶ浜はブイより沖へは出ない
　消波ブロックからの飛び込みはしない

 木与駅

ブイより沖へ
出ない

土

港

つつみ

福賀へ

上郷
砂防

2

1

3

4

井部田

※町内すべての河川・ため池で泳ぐことを禁止します。
※小学生が海で泳ぐ場合は、必ず保護者同伴とします。

水泳許可区域は、

福賀国民プール

のみとします。

地域のみなさんへ

地域で育てる子どもたち!
　「地域の子どもは地域で育てる」
という意識で、「声かけ」や「あいさ
つ」など、子どもたちと積極的に関
わってください。そして、いけない
ことはぜひ注意してください。
　家庭だけでなく地域のみなさんが
一体となって、「たくましく心豊か
な阿武町っ子」を育てていきましょ
う。
　夏休みに子どもたちの明るい笑顔
があふれることを願っています。

チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ふ
れ
あ
い
・
地
域
で

チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ふ
れ
あ
い
・
地
域
で

阿
武
町
教
育
委
員
会

阿
武
町
教
育
委
員
会

チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ふ
れ
あ
い
・
地
域
で

阿
武
町
教
育
委
員
会

保護者のみなさんへ

家族みんなでふれあいの時間を!
　子どもたちにとって夏休みの楽し
みのひとつが“家族とのふれあい”
です。お忙しい毎日でしょうが、子
どもたちとのふれあいの時間をしっ
かりとっていただき、家族共通の思
い出づくりをお願いします。また、
毎日継続的にできる家庭や地域での
「仕事」を一緒に考え、子どもたち
に取り組ませていきましょう。
　子どもたちにとって楽しい体験だ
けでなく、きつい体験も心の健やか
な成長のためには大切です。

児童・生徒のみなさんへ

夏休みにしかできない体験を!
　心待ちにしていた夏休みが始まり
ました。「夏休みだからできること」、
「夏休みでないとできないこと」に
積極的にチャレンジしてみましょ
う。
　この機会に趣味や特技を磨き、い
ろいろなことにチャレンジすること
で充実感や満足感を味わうことがで
きます。
　今年の夏も、心に残る素晴らしい
体験や活動に積極的に挑戦し、有意
義な夏休みにしていきましょう。

　

今
年
も
、
子
ど
も
た
ち
が
心
待
ち
に
し
て
き
た
「
夏
休
み
」
が

や
っ
て
き
ま
し
た
。
思
い
き
り
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
、
楽
し
い
思
い
出
が
い
っ
ぱ
い
の
素
晴
ら
し
い
夏
休
み
に
な

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

阿
武
町
教
育
委
員
会
で
は
、
子
ど
も
た
ち
を
水
の
事
故
か
ら
守
る

た
め
に
、
左
の
図
の
と
お
り「
水
泳
許
可
・
禁
止
区
域
」を
定
め
て
い

ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
も
設
置
場
所
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
子
ど
も

た
ち
の
安
全
を
守
る
た
め
に
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
水
泳
禁
止
区
域
の
近
く
で
、
子
ど
も
た
ち
を
見
か
け
た
り

危
険
な
行
為
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
、
ご
指
導
く
だ
さ
い
。

思
い
出

思
い
出

い
っ
ぱ
い
の

い
っ
ぱ
い
の

    

夏
休
み
に
！

夏
休
み
に
！

思
い
出

い
っ
ぱ
い
の

  

夏
休
み
に
！
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●ようこそ先輩
　６月13日（月）、平成27年春に、本校を巣立った６人の
卒業生に来校していただき、全校生徒を対象に「ようこそ
先輩」を開催しました。就職に際しての努力や苦労、仕事
のやりがい、社会人として働くことの意義、心構え、礼
儀、マナーや言葉遣いなど多くのアドバイスをいただきま
した。また、3年生は進路希望に応じて『接客』、『事務』、
『食品』、『介護』、『製造』、『警備』の6グループに分かれ
て先輩との座談会を行いました。
　生徒は、先輩たちの体験談を熱心に聴き、大きな刺激を
受け、特に３年生は、社会人へ向けての心構えの確立や主
体的な進路実現への意欲を高めていました。
●グリーンライフ　サツマイモ苗の植え付け
　６月14日（火）、生物資源科学科３年の『グリーンライ
フ』の授業の中で、阿武小学校２年生のみなさんと一緒に
サツマイモ苗の植え付けを行いました。最初は戸惑う姿も

見られましたが、生物資源科学科３年生の生徒達が丁寧に
優しく一緒に作業していくなかで、全員が一生懸命、楽し
くサツマイモの苗の植え付けをすることができました。な
お、10月に芋掘りを予定しています。
●交通安全教室
　６月17日（金）、萩警察署交通課の方にお越しいただ
き、交通安全教室を実施しました。昨年に改正道路交通法
が施行されたことや、県内で、高校生の自転車事故や交通
違反が多く発生していることから、高校生のための自転車
安全ルールと題して講義をしていただきました。講義の中
で自転車の利用５則や交通ルール・マナーの遵守、自転車
の被害事故や加害事故の事例、交差点での注意点などをお
話しいただき、自転車の安全な乗り方を学習する大変貴重
な時間となり、交通安全の意識を高めることができまし
た。

奈　

古　

高　

校

萩
高
校
奈
古
分
校
は
今

あみ

7月生まれ

田
中  

彩
海
ち
ゃ
ん（
宇
田
中
央
）

平
成
27
年
７
月
30
日
生
ま
れ

（
パ
パ
）
宏
行
さ
ん
・（
マ
マ
）
陽
子
さ
ん

　

は
じ
め
ま
し
て
彩
海
で
す
。

　

い
つ
も
お
姉
ち
ゃ
ん
た
ち
と
遊

ん
で
い
る
よ
。
毎
日
け
ん
か
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し

て
泣
く
事
も
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る
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今
は
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く
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が
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と
散
歩
し
た
い
な
ぁ
〜
♪
見
か
け

た
ら
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を
か
け
て
く
だ
さ
い
ね
。

あ　

み
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特別弔慰金の趣旨　戦後70周年に当たり、今日の我が国の平和と繁栄の礎となった戦没者等の尊い犠
牲に思いをいたし、国として改めて弔慰の意を表するため、戦没者等のご遺族に特別弔慰金（記名国債）
を支給するものです。
 第十回特別弔慰金については、ご遺族に一層の弔意の意を表するため、償還額を年５万円に増額する
とともに、５年ごとに国債を交付することとしています。
支給対象者　戦没者等の死亡当時のご遺族で、平成27年４月１日時点において「恩給法による公務扶
助料」や「戦傷病者戦没者遺族等援護法による遺族年金」などを受ける人（戦没者等の妻や父母など）
がいない場合に、次の順番による先順位のご遺族お一人に支給。

❶戦没者等の妻（公務扶助料や遺族年金を受給されていない方）
❷戦没者等の子（戦没者等の死亡当時の胎児も含まれます）
❸戦没者等の（１）父母、（２）孫、（３）祖父母、（４）兄弟姉妹で戦没
　者等と生計関係を有していた方
❹第２・第３順位で除かれた（１）子、（２）孫、（３）兄弟姉妹
❺上記❶から❹以外の戦没者等の三親等内の親族（甥、姪等）で戦没者等の
　死亡時まで引き続き１年以上戦没者等と生計関係を有していた方

支給内容　額面25万円、５年償還の記名国債　
請求期間　平成30年４月２日まで
※請求期間を過ぎると第十回特別弔慰金を受けることができなくなります。
■第八回及び第九回特別弔慰金を受給されていた方が、お亡くなりになった場合などがありましたら、
受給権が移っている（転給）ことも考えられますので、ご自身の受給権の有無等を確認されたい場合
は、役場民生課までご相談ください。
　その他、ご不明な点がありましたら、お気軽にご相談ください。
◆問い合わせ：役場民生課　介護福祉係　☎２－３１１５

戦没者等のご遺族の皆さまへ
第十回特別弔慰金請求を受付しています

　あぶ町食育しあわせプラン実行委員会では、地産地消をすすめ、阿武町の
地元食材をみんなでおいしく食べるために、子どもたちのアイデア料理を募集します！　優秀作品は、
みんなの学校給食で献立になったり、町内のお店でメニュー化されるというおまけ付きです。　　　　
　応募者全員に参加賞を用意していますので、夏休みに親子でアイデア料理を考えてぜひご応募くださ
い！　たくさんのご応募をお待ちしています！

■応募料理　①阿武町の地元食材４品「米、無角和牛、地元の海産物、農産物」のいずれかを使っ
て手軽にできる料理
②応募料理はごはん（主食）、おかず（主菜、副菜、汁物）、デザートで本人のオリ
ジナルレシピで、１人何品でも応募可能です
③材料費は４人分1600円以内で、1時間以内でできる料理
④各学校から配布された応募用紙に記入し、写真を１枚添付または下記アドレスま
でデータでお送りください（minsei05@town.abu.lg.jp）

■応募〆切　平成28年９月１日（木）各学校まで提出してください
■選考方法　１次審査：書類審査　２次審査：実際に料理を作り、試食審査
■審査発表　平成28年10月中旬にご連絡します
■表 彰 式　後日、受賞者には文書にてご連絡します
　　　　　　なお、最優秀賞受賞者には賞品をプレゼントします　

阿武町の子どもたちの
“アイデア料理”大募集！

【問い合わせ】役場民生課「アイデア料理コンテスト」係　☎２－３１１３（担当：石川）

今年は何でも
ＯＫ！
デザートも
ＯＫ！

“食べたものは
みんなの体を
作ります★”

みんなのアイデアを形に！
「ダイニングカフェ846」
と「ちっぽら食堂’」で
メニューになるよ！

石川栄養士

９月24日（土）
町民センター
で行います！
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♪ハッピーあぶ町　おすすめ健康習慣♪

「検診・ハハ歯・うましお」その③

受診には検査容器の受取りが必要です。
下記の場所で受け取り、検診日にご持参ください。
◆ 集団検診の場合・・・役場民生課、各支所
◆ 個別検診の場合・・・受診する医療機関

　民生課では、食生活からの健康づくり「からだ
にやさしい！うましお」をすすめるために、また
家庭での汁物の塩分量を知っていただくために
「塩分測定器“減塩くん”」を貸し出します！
　「塩分測定器“減塩くん”」は味噌汁やスープ
などにつけるだけで、汁物の塩分濃度を簡単に測
定することができます。からだにやさしい薄味を
確認するためにみなさん１度使ってみませんか？
　詳しくは【役場民生課　栄養士　石川まで
☎２－３１１３】お問い合わせくださいね！

■いつまでも長く使おう、自分の歯！
　毎日の食後の歯みがきを丁寧にきちんと行っていても、歯と歯の間や奥歯、前歯の裏などに磨き残しがあ
ります。磨き残しは時間の経過と共に歯石となり、歯ブラシでは取り除くことが難しくなります。
　普段の歯みがきと共に、定期的な歯科健診で歯石を取り除き、きれいな自分の歯を保ちましょう。

■入れ歯でも健診は必要？
　長く入れ歯を使っていると、歯茎やあごの骨がやせたり、かみ合わせの部分がすり減ってきます。
　入れ歯全体で分散させていた力を一部の歯や歯茎で負担することになるため、歯が動いてしまったり、入
れ歯の縁で口の中を傷つけてしまうこともあります。定期的な健診で入れ歯が自分の口の状態に合っている
か確認をすることが大切です。

【問い合わせ】
役場民生課　保健師
☎2ー3113

４０歳以上の方へ
１年に１回、大腸がん検診を受けましょう！

定期的に歯科健診を受けましょう

あなたの「減塩」
　　食生活のために！

うまく塩を
使おう！

からだにやさしい！
“うましお”

あぶ町“うましお”イメージ！

検診はどんな
検査ですか？

検便検査で便に血がまじってい
るかどうか調べます。
副作用もない簡単な検査です！

どうして受けない
といけないの？

女性のがん死亡原因の第1位。
大腸がんは、進行するまで自覚
症状がほとんどありません。

「がん」が見つか
るのが怖いです

早期発見・早期治療で95％以
上完治すると言われています。



　6月17日に阿武小学校で「人権の花」植えが行われました。「人権の花」とは山口地方法務局と山
口県人権擁護委員会が主催となって、小学生が友だちと協力して花を育て観賞することで、命の大切
さを知り、思いやりの気持ちを育て、豊かな心をもって人を愛する心の輪を広げてもらうことを目的
とした運動です。
　今回は国道沿いの花壇に学年毎にヒマワリの種と苗を植えました。植え込み後の花壇には法務局に
いただいた人権の花運動の看板を立てました。植えたヒマワリは夏に向けてぐんぐん成長中です。
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エ
コ
の
日

毎
月
19
日
は
、地
球
に
良
い
こ
と
を
す
る「
エ
コ
の
日
で
す
」。　

7
月
は
、「
エ
ア
コ
ン
の
温
度
調
節
は
こ
ま
め
に
し
ま
し
ょ
う
」

人権の花運動～育てよう思いやりの心～

　福賀地区の歴史についてイラオ火山をはじめとした阿武火山群に焦点をあてて掘り下げて考えていき
ます。また、福賀地区に現存する佐々木小次郎の墓について実際に見て学ぶ実地研修も開催予定です。
　●会　場：阿武町町民センター多目的ホール　　●時　間：午前１０：００～１１：３０　  ●参加料　無料

●主　催　　阿武町教育委員会　　●定　員　40人
●申込方法　下記の連絡先に住所・氏名・電話番号をお知らせください
●申し込み　〒７５９－３６２２　阿武郡阿武町大字奈古３０７８－１　阿武町教育委員会　
　　　　　　☎０８３８８－２－０５０１　ＦＡＸ０８３８８－２－２０７５
●申込締切　特にありません（当日参加も可能ですが定員を超えた場合は事前申込を優先します）
●その他　　全回参加が望ましいですが、一回のみの参加も可能です。

埋もれ史を掘り起こせ～火山が生んだ福賀の秘話～

阿武町  歴史秘話発見講座

人権擁護委員さんと花の種と苗植え 人権の花運動看板 子どもに大人気の人権マモル君

萩ジオパーク推進室
室長　福島　康行

8月26日
（金）

阿武火山群とジオパーク　～世界唯一の形をもつ単成火山～
阿武町と萩市に点在する約40の火山で構成されている阿武火山群。福賀
地区にあるイラオ山も、この火山群の一つです。今年、萩市が中心となっ
て阿武火山群を中心とした自然遺産をジオパークに登録することを目標と
しています。今回はジオパーク構想について学習します。

公益財団法人しまね
自然と環境財団
中村　唯史

9月30日
（金）
予定

宇生賀の埋もれ木　～島根県三瓶小豆原埋没林の事例から～
宇生賀盆地から出土した埋もれ木。普段何気なく見ているこの埋もれ木で
すが、どうやって出来たか知っていますか？通常、植物は土に埋もれると
分解されてしまいますが、埋もれ木は何千年もの時を超えて現代に残って
います。今回は埋もれ木がどのようにしてできるかについて、島根県三瓶
小豆原埋没林の事例から学習します。

山口大学元経済学部
教授　古賀　武陽

10月
予定

俊乗房重源と周防国　～東大寺再建物語～
日本を代表する寺の一つである東大寺ですが、建立から現在までの間に幾
重の修繕・修理が行われています。その一つ、平安時代末期から鎌倉時代
初期に行われた東大寺修繕では徳地を中心とした山口の木材が使用された
とされています。この修繕の中心人物である俊乗房重源に焦点を当て、東
大寺と山口、そして福賀の関係性について学習します。

調整中11月
予定

小次郎と古志らう　～名前が記すメッセージ～
福賀地区には佐々木小次郎の墓があることをご存じでしょうか？ただその
墓に刻まれた文字は小次郎でなく古志らうとなっています。巌流島で宮本
武蔵との決闘で敗れた佐々木小次郎が、なぜ遠く離れた福賀で弔われ、名
を古志らうとしたのか？それには幾重もの理由がありました。

※上記内容については講師の都合により変更になる可能性がございますのでご了承ください。
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後 期 高 齢 者 医 療（75歳以上の方など）
●後期高齢者医療減額認定証の更新のお知らせ
　現在交付されている減額認定証の有効期限は、平成28年７月31日までとなっています。
　現在、減額認定証をお持ちで平成28年８月以降の認定区分が「区分Ⅰ」※１または「区分Ⅱ」※２に該当す
る方には、平成28年７月31日までに新しい減額認定証を郵送します。
　お手元に届きましたら、平成28年８月１日から医療機関へご提示ください。
　なお、現在お持ちの減額認定証は８月１日以降使用できませんので、各自で処分してください（返却の必
要はありません）。
※１　区分Ⅰ：世帯の全員が住民税非課税であり、世帯全員の所得が０円（年金収入は控除額を80万円

として計算します）または老齢福祉年金受給者
※２　区分Ⅱ：世帯の全員が住民税非課税（区分Ⅰに該当する方を除く）
　限度額認定証の交付を受けるには申請が必要です。随時受け付けておりますので、役場民生課または各支
所の窓口で手続きをしてください。

●現在「区分Ⅱ」の減額認定証をお持ちの方へ
　過去１年間の入院日数が91日以上の場合、入院時の食事代がさらに減額となります。再度、申請が必要
となりますので、役場民生課または各支所の窓口で手続きしてください。
　［申請に必要なもの］①後期高齢者医療制度の被保険者証
　　　　　　　　　　　②現在交付されている減額認定証（区分Ⅱ）
　　　　　　　　　　　③病院の領収書など91日以上の入院日数の分かる書類

◆問い合わせ　役場民生課　☎２－３１１５
　　　　　　　山口県後期高齢者医療広域連合　☎０８３－９２１－７１１１

●医療費が高額になったときは・・・？
　医療費の自己負担が高額になったとき、申請により限度額を超えた分が高額療養費として支給されます。
町では、該当と思われる被保険者の方へ診療月の約３ヶ月後に申請勧奨を行っており、申請には医療費を支
払ったことの分かる「領収書の写し」等が必要です。該当となると思われる方は、領収書の保管をお願いし
ます。
●申請方法：「保険証」、「印鑑」、「領収書」、「個人番号（通知）カード」、「本人確認書類（写真付公的身分
証）」を持参の上、役場民生課または各支所へ「高額療養費支給申請書」を提出。

●70歳になると自己負担割合や自己負担限度額が変わります。
　70歳以上75歳未満の人には、所得などに応じて自己負担割合が記載された「高齢受給者証」が交付され
ます。適用は70歳の誕生日の翌月（１日が誕生日の人はその月）から75歳の誕生日の前日までです。
　お医者さんにかかるときは、「保険証」と「高齢受給者証」を必ず提示してください。

●交通事故にあったときは必ず届出を！
　交通事故など第三者の行為によってけがや病気になった場合でも、届出をすることによって国民健康保険
や後期高齢者医療で診療を受けることができます。ただし、加害者から治療費を受け取ったり、示談をすま
せたりすると、国民健康保険が使えなくなることがあります。
●申請方法：「保険証」、「印鑑」、「事故証明書」（後日でも可）、「個人番号（通知）カード」、「本人確認書
類（写真付公的身分証）」を持参の上、役場民生課または各支所へ「第三者行為による傷病届」を提出。

■自己負担割合
負担割合
１割
２割
３割

所得区分
一　般

低所得Ⅱ･Ⅰ

対象となる人
昭和19年４月１日以前に生まれた人
昭和19年４月１日以降に生まれた人
現役並み所得者
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国民健康保険及び後期高齢者医療の対象の方
保険証を更新します

　現在交付している「国民健康保険被保険者証」及び「後期高齢者医療被保険者証」は有効期限が７月31
日までとなっています。８月１日からご使用になれる新しい保険証を７月下旬までに簡易書留でお送りしま
す。（※古い保険証は、８月１日以降は使えませんので各自で処分するか、役場民生課または各支所まで返
却してください。）
　★国民健康保険　被保険者証（カード）は、ピンク色（一般）またはオレンジ色（退職者）となります。
　　　　　　　　　　※70歳以上の方には「高齢受給者証」（白色）も併せて送付します。
　★後期高齢者医療　被保険者証はオレンジ色となります。

国 民 健 康 保 険（75歳未満の方）
●入院したときは、限度額認定証などの提示を忘れずに
◎外来で医療費の自己負担が高額になる方も、「限度額適用認定証」が使えます。
　あらかじめ役場窓口で申請し、交付された「限度額適用認定証」（住民税非課税世帯、低所得者Ⅰ･Ⅱの
人は「限度額適用・標準負担額認定証」）を医療機関の窓口に提示すれば、それぞれの限度額までの窓口負
担となります。　※保険税を滞納していると認定証が交付されない場合があります。
※認定証の有効期限は毎年７月31日までです。期限到達後も必要な方は８月１日以降に更新申請をしてく
ださい。
●申請(更新)方法：「保険証」、「印鑑」、「個人番号(通知)カード」、「本人確認書類（写真付公的身分証）」、
（※更新の場合「限度額認定証」）を持参の上、「認定申請書」を役場民生課または各支所へ提出。

●入院したときの食事代
　入院したときの食事代は診療にかかる費用とは別に１食分として標準負担額の自己負担が必要です。
　住民税非課税世帯と低所得者Ⅰ・Ⅱの
人は上記申請時に標準負担額減額認定の
申請を行うことで、標準負担額が減額さ
れます。

■70歳未満の人の自己負担限度額(月額)

ア
イ
ウ
エ
オ

360円
210円
160円
100円

住民税非課税世帯
低所得者Ⅱ

90日までの入院
過去12か月で90日を超える入院

住民税課税世帯（下記以外の人）

低所得者Ⅰ

※１　過去12か月間に同じ世帯で高額療養費の支給が４回以上あった場合の４回目以降の限度額。

※２　現役並み所得者：住民税課税所得145万円以上の70歳以上75歳未満の国民
健康保険被保険者がいる人。申請により一般となる場合もあります。

※３　低所得者Ⅱ：同一世帯の世帯主とすべての国民健康保険被保険者が住民税非
課税である人。

※４　低所得者Ⅰ：低所得Ⅱと同様で、なおその世帯の所得が一定基準以下の人。

所得区分 ３回目まで ４回目以降※1

基礎控除後の所得が901万円超
基礎控除後の所得が600万円超～901万円以下
基礎控除後の所得が210万円超～600万円以下
基礎控除後の所得が210万円以下
住民税非課税

252,600円＋（総医療費－842,000円）×１％
167,400円＋（総医療費－558,000円）×１％
80,100円＋（総医療費－267,000円）×１％
57,600円
35,400円

140,100円
93,000円
44,400円
44,400円
24,600円

■70歳以上75歳未満の人の自己負担限度額（月額）
所得区分 外来（個人単位） 外来＋入院（世帯単位）

現役並み所得者※2

一般

低所得者 Ⅱ※3

Ⅰ※4

44,400円

12,000円

8,000円

80,100円＋（総医療費－267,000円）×１％
（※４回目以降の場合は44,400円）

44,400円
24,600円
15,000円

平成28年4月改正
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　介護保険３施設（介護老人福祉施設、介護老人保健施設、介護療養型医療施設）や短期入所（ショートス
テイ）を利用する方の食費・部屋代については、ご本人による負担が原則ですが、次の負担限度額認定要件
に該当する方については、所得に応じた負担限度額までを自己負担し、残りの費用については阿武町が介護
（予防）サービス費として施設に支払うことで、負担の軽減を行います。
　この負担軽減を受けるためには、負担限度額認定の申請を行い、交付される「負担限度額認定証」を入所
する施設に提示する必要があります。

負担限度額の認定要件
●世帯全員（世帯を別にする配偶者を含む）が平成28年度市町村民税非課税であること。
●預貯金等の資産が単身で1,000万円、配偶者がいる場合は合わせて2,000万円以下であること。

　申請にあたって、申告が必要な資産は次のとおりとする。預貯金通帳の写し等の資産の状況が確認できる
書類の添付が必要となります。

※資　産…預貯金（普通・定期）、有価証券（株式・国債・地方債・社債など）、投資信託、現金。
※負　債…負債（借入金・住宅ローン）～資産合計から差引計算します。
※対象外…生命保険、自動車、絵画、骨董品、貴金属（時価評価額の把握が困難なもの）

　平成27年度の介護保険制度改正によって、平成28年8月から負担限度額認定
における利用者負担段階について、遺族年金や障害年金といった非課税年金につ
いても判定に勘案されることになりました。
　このため、8月以降の申請にあたっては、新たに非課税年金の受給の有無について記入していた
だくことになります。
　これにより、現在、利用者負担が第２段階となっている方のうち、非課税年金を一定額受給され
ている場合には、段階が第３段階になる場合があります。

＜申請時の留意事項＞
　負担限度額認定証の交付を受けた場合であっても、その後預貯金等の資産が要件
を超えた場合には、負担軽減が受けられなくなりますので、必ずお申し出ください。
◆問い合わせ　役場民生課　介護福祉係　☎２－３１１５

「介護保険負担限度額認定」申請のお知らせ介護保険負担限度額認定」申請のお知らせ「介護保険負担限度額認定」申請のお知らせ介護保険負担限度額認定」申請のお知らせ「介護保険負担限度額認定」申請のお知らせ
平成28年8月以降

利用者負担段階判定の見直し（平成28年8月から）

改正内容

　運動習慣の少ないみなさん。いつの間にか、ス
タミナや筋力が低下します。そこで、気軽にでき
る「ピラティス」をしてみませんか？
　「ヨガ」は心や精神の面にアプローチすること
に重きをおいていますが、「ピラティス」の方は
肉体の鍛錬に重きをおいています。心のリフレッ
シュと同時に充実感も感じられます。ぜひ、ご参
加ください。
〇特徴：
①腰痛・膝痛があっても大丈夫！
　だれもが無理なく簡単に始めら
　れます。
②屋内で毎日できる運動です。

軽運動で、体力ＵＰ、筋力ＵＰ！
「今、注目のピラティス教室」
～ＡＢＵ３・３０運動推進事業～

③メタボ予防にも効果があります。
〇日時：９月３日（土）１０：００～１１：３０
〇場所：阿武町町民センター　多目的ホール
〇募集人員：40人（定員になりしだい締め切り
ます。）
〇持参物：バスタオル2枚（または、ヨガマッ
ト）、汗拭き用のタオル、水等の飲み物
〇申込み方法：各公民館の申込み用紙または電話
〇問い合わせ：
　阿武町教育委員会　☎０８３８８－２－０５０１

 「戸川勝也先生プロフィール」
スポーツクラブのインストラクターを
経て現在は、宇部市内の病院のトレー
ニングセンターで働いています。現役
のスポーツトレーナーです。 

戸川勝也先生▶
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①免除（全額免除・一部免除）申請
　本人、配偶者、世帯主それぞれの前年所得が一定額以下の場合や、失業等の事由がある場合に、保険料が
全額免除または一部免除となります。

＜免除が承認された場合の保険料＞　

②若年者納付猶予申請　30歳未満の方で、本人、配偶者それぞれの前年所得が一定額以下の場合に、納付
　　　　　　　　　　　が猶予されます。
③学生納付特例申請　学生の方で、本人の前年所得が一定額以下の場合に、納付が猶予されます。

■過去２年までさかのぼって免除申請ができます
　一定の将来期間のほか、過去２年（申請月の２年１ヵ月前の月分）までさかのぼって免除申請できます。
ただし、申請が遅れると万一のときに障害年金が受け取れないなどの不利益が生じる場合がありますので、
すみやかに申請してください。

■「納付・全額免除・一部免除・納付猶予」と「未納」の違い

※一部免除については、減額された保険料を納めないと「未納」と同等の扱いとなります。

■問い合わせ　日本年金機構萩年金事務所　☎０８３８－２４－２１５８
　　　　　　　役場住民課住民係　☎２－０５００　日本年金機構ホームページ  http://www.nenkin.go.jp/ 

国民年金保険料の未納を防ぐために･･
知っていますか？保険料の免除・猶予制度

年金のたより

【平成28年度】
※平成28年度　定額保険料
　月額16,260円保険料額（月額） ０円

全額免除
４，０７０円

４分の３免除
８，１３０円

半額免除
１２，２００円

４分の１免除

含まれる老齢･障害･遺族基礎年金
の受給資格期間に･･･
老齢基礎年金額
の計算に･･･

全額免除納  付 一部免除 若年者納付猶予
（学生納付特例）

含まれる

含まれる

含まれる

含まれる

含まれる

含まれる

含まれない

含まれない

含まれない

未　納

　2015年、2020年以降の温暖化対策の国際的な枠組み「パリ協定」が採択されました。日本は、
2030年に向けて温室効果ガス排出量を26％削減する目標を掲げています。
　「COOL CHOICE」はこの目標達成のために、省エネ・低炭素型の製品・サービス・行動など、温暖
化対策に関係する、あらゆる「賢い選択」をしていこうという取り組みです。
　身近な生活の中で、未来のために、いま選択できるアクションを選ぶ。ぜひ「COOL CHOICE」に
参加してください。
例　・LEDが照らし出すのは環境に優しい未来です。
　　・電車で旅行。景色を楽しむ時間は地球に優しい時間でもある。
　　・エコドライブ、ふんわりアクセルを踏めば、温暖化にブレーキがかかる。
　　・上手に使えば、カーテンは冷房にも暖房にもなる。
　　・冷房なしでも快適な服。それを選ぶのも、オシャレな人だ。
　　・残さず食べる。食べ物を大切にする気持ちは、CO2だって減らしてる。
　　・あなたが残業すると、電気まで残業になる。 

◆問い合わせ　役場民生課環境保健係　☎２－３１１３

COOL CHOICE（クールチョイス）
未来のために、いま選ぼう。
地球温暖化対策のための国民運動
「COOL CHOICE（＝賢い選択）」
日頃の小さな選択が、未来を大きく変えていく。
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（郡）萩市弥富医療センター 弥　富 08387-8-2311
（郡）萩市須佐診療センター 須　佐 08387-6-2540
（郡）齋　藤　医　院 奈　古 08388-2-2838
休日急患診療センター 　椿 0838-26-1397
休日急患診療センター 　椿 0838-26-1397
（郡）福 賀 診 療 所 福　賀 08388-5-0863
休日急患診療センター 　椿 0838-26-1397

休日当番医

緊急の場合は１１９番

萩・阿武健康ダイヤル２４
24時間年中無休で健康や医療に関する
相談を受け付けています。

日曜日、祝日、年末年始は休日急患診療センターへ
☎0838-26-1397（内科・外科・小児科・歯科）

☎0120-506-322
★携帯電話に登録すると便利です

7/24㊐
7/31㊐
8/ 7 ㊐
8/11㊍
8/14㊐
8/21㊐
8/28㊐

通話料・
相談料無料( )

※当番医の確認は役場または各支所へ

④
危
険
有
害
業
務
へ
の
就
業
禁
止

⑤
年
齢
を
証
明
す
る
書
面
の
備
付

け

　

働
き
始
め
る
前
に
、
し
っ
か
り

と
条
件
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

▼
詳
し
く
は
、
山
口
労
働
基
準
部

監
督
課
（
☎
０
８
３
―
９
９
５

―
０
３
７
０
）、
ま
た
は
最
寄

り
の
労
働
基
準
監
督
署
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

10
月
29
日（
土
）10
時
〜

30
日（
日
）
15
時（
１
泊
２
日
）

　

母
子
・
父
子
福
祉
セ
ン
タ
ー
集

合
〜
バ
ス
移
動
〜
解
散

※
現
地
集
合
の
場
合
は
時
間
が
異

な
り
ま
す
。

▼
場
所　

国
立
山
口
徳
地
青
少
年

自
然
の
家
（
山
口
市
徳
地
船
路

６
６
８
）

▼
内
容　

徳
地
青
少
年
自
然
の
家

で
カ
ヌ
ー
体
験　

※
天
候
に
よ

り
異
な
る
場
合
あ
り
。

▼
対
象
者　

山
口
県
内
在
住
の
ひ

と
り
親
家
庭
（
母
子
・
父
子
）

の
親
と
子
（
小
学
生
以
上
）

▼
募
集
人
数　

15
家
族
程
度

▼
参
加
費　

大
人
９
０
０
円　

小

中
学
生
５
０
０
円　

※
弟
妹
で

就
学
前
の
子
が
い
る
場
合
は
要

相
談
。

▼
申
し
込
み　

住
所
、
参
加
者
全

員
の
氏
名
・
ふ
り
が
な
、
子
ど

も
の
学
年
及
び
性
別
、
日
中
連

絡
の
と
れ
る
電
話
番
号
及
び
集

合
場
所
（
セ
ン
タ
ー
か
徳
地
）

を
明
記
の
う
え
、「
カ
ヌ
ー
体

験
」
と
記
入
し
て
ハ
ガ
キ
ま
た

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

▼
応
募
締
切　

９
月
30
日（
金
）必

着
※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選

と
な
り
、
結
果
は
10
月
７
日
頃

に
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

山

口
県
母
子
・
父
子
福
祉
セ
ン
タ

ー　

☎
０
８
３
―
９
２
３
―
２

４
９
０　

F
A
X
０
８
３
―
９

２
３
―
２
４
９
９　

〒
７
５
３

―
０
０
５
４　

山
口
市
富
田
原

町
４
―
５
８

平
成
28
年
度
母
子
・
父

子
家
庭
交
流
会
「
親
子

ふ
れ
あ
い
の
つ
ど
い
①
」

募　
　

集
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【作業内容及び料金】

※コンバイン刈り取り作業については、時期により対応出来な
　い場合があります。

【申し込み方法】申込書に必要事項を記入し、８月12日（金）
　までに下記のいずれかに提出して下さい。

【申し込み・問い合わせ】
・阿武町農業公社（役場経済課内） ☎２－３１１４
・JAあぶらんど萩奈古大井支所 ☎２－３１３１
・JAあぶらんど萩福賀ふれあい店 ☎５－０３１１

作業内容
 堆肥販売・運搬
 堆肥散布（露地）
 堆肥散布（ハウス）

 コンバイン刈取・籾運搬作業

基本料金
 1t 当／ 3,000円（税込）
 1t 当／ 1,000円（税込）
 1t 当／ 1,500円（税込）
10a当／17,050円（税別）
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女
と
男
の
一
行
詩

い
い
ん
だ
よ　

仕
事
と
家
庭
の　

二
兎
追
う
の

ひ
と

ひ
と

日 曜 行　　　事　　　予　　　定
3

4

5

6

8
12

14

15

17
18

19

20

21

22

23

26

27

30

水

木

金

土

月
金

日

月

水
木

金

土

日

月

火

金

土

火

［材料（４人分）］

ダイコン ４００g

豚バラ薄切り肉 

 ２５０～３００g

青じそ 適量

塩 少々

黒コショウ 〃  

だし汁 適量

［作り方］

①ダイコンは長さ５㎝、１.５㎝角の拍子切

りにし、薄めのだし汁で硬めに茹で

る。

②豚肉は長さを半分に切り、塩、コショ

ウをふる。

③青じそを半分に切り、豚肉の上にの

せ、ダイコンに巻き付ける。

④蒸気の上がった蒸し器に並べ、強めの

中火で１０分ほど蒸す。塩少々で味を整

える。

⑤器に盛り、黒コショウ少々をふる。

8月

阿武町の人口と世帯数 （6月末）

※（　）内数字は対前月比

地区別 人　口 世帯数 移動内訳

奈　古

福　賀

宇田郷

合　計

2,336（－4 ）

　615（－2 ）

　584（－3 ）

3,535（－9 ）

1,068（－1 ）

　290（－2 ）

　301（－1 ）

1,659（－4 ）

転入　 1

転出　 5

出生　 0

死亡　 5

6月の交通事故

（　）内数字は前年件数 

区　分 物損
事故

88
（118）
2
（4）

12
（10）
3
（0）

2
（0）
2
（0）

1
（0）

9
（8）

負傷者死者

人　身　事　故

件数
萩警察署管内で
起こった事故
うち阿武町内で
起こった事故

●問い合わせ　ハローワーク萩・萩公共職業安定所　☎0838－22－0714

求人数 年齢 賃　　金 業　　種

（すでに決定済みとなっている場合があります。その際にはご了承ください。）

会　社　名
１人
１人
１人
１人
１人

不問
30歳以下
59歳以下
59歳以下
不問

126,420円
150,000円～250,000円
140,000円～160,000円
800円～1,000円

850円

プラスチック製品仕上検査工
測量・土木施工管理

一般事務
一般事務

食品加工（惣菜）

鶴惣工業株式会社 福賀工場
有限会社 阿武測量設計

株式会社 リング

あぶクリエイション

町内の求人情報7月分 7月12日現在

「元気で長生きしょーレシピ！（低栄養予防）」

ダイコンの豚肉蒸し巻き

ヘ
ル

スメ
イト☆おすすめ料

理

宇久　小田紀美さん

奈古ストレッチ学習会　9:30【町民センター】
宇田郷のびのびストレッチ楽習会　9:30【ふれあいセンター】
奈古盆踊り教室（子ども会）10:00【町民センター】
宇田郷盆踊り教室　19:30【宇田郷漁村センター】
奈古盆踊り教室（奈古婦人会）20:00【町民センター】
福賀月例グラウンドゴルフ大会　19:30【福賀小グラウンド】
集団健診（～７日）　8:00【町民センター】
町P連研修会　8:30【のうそんセンター】
健康教室「さくら会」9:00【町民センター】
阿武町民生委員児童委員協議会定例会　8:30【役場会議室】
奈古地区自治会ソフトボール大会　8:30【町民グラウンドほか】
福ＢＯＮまつり・納涼花火大会　19:30【のうそんセンター駐車場】
宇田郷盆踊り大会　20:00【宇田郷漁協広場】
宇田郷地区ふれあい球技大会　8:00【宇田ふれあいグラウンドほか】
奈古納涼盆踊り大会　20:00【グリーンパークあぶ】
奈古ストレッチ学習会　9:30【町民センター】
宇田郷のびのびストレッチ楽習会　9:30【ふれあいセンター】
宇田郷子ども会移動教室【島根県】
集団健診　8:00【町民センター】
福賀月例ボウリング大会　19:30【ユーズボウル萩】
集団健診　8:00【ふれあいセンター】
福賀小学校環境整備作業　7:00【福賀小学校一帯】
奈古子ども会大会　9:30【阿武小中グラウンド他】
阿武町地域探訪　13:00【阿武町内（福賀・奈古）】
宇田郷地区生涯スポーツ推進会議　19:30【ふれあいセンター】
職域ソフトボール大会1日目（～24日）18:30【小中グラウンドほか】
阿武町歴史発見講座　10:00【町民センター】
宇田郷地区ふれあい運動会実行委員会　19:30【ふれあいセンター】
21世紀の暮らし方研究所 第４回講座　14:00【奈古 水甚】
ＡＢＵウォーターボーイズ夏公演　19:30【道の駅阿武町温水プール】
花いっぱい運動花壇審査　9:00【町内各地】
宇田郷ふれあい祭り準備部会　19:30【ふれあいセンター】



俳　

句

朝
除
け
ば
夕
に
又
あ
り
蜘
蛛
の
糸

梅
雨
寒
や
長
袖
欲
し
き
小
さ
き
旅

世
の
中
の
騒
然
と
し
て
栗
の
花

青
田
風
峠
を
越
え
る
赤
い
バ
ス

あ
ご
茶
漬
食
べ
て
行
け
よ
と
父
の
声

走
り
梅
雨
ピ
チ
ピ
チ
ラ
ン
ラ
ン
跳
ね
返
る

雨
降
り
の
あ
じ
さ
い
寺
に
傘
並
ぶ

す
こ
や
か
を
願
い
申
年
梅
漬
ゆ
る

あ
じ
さ
い
や
囃
す
瀬
音
や
藍
深
む

梅
雨
籠
り
聞
き
役
も
い
て
女
の
輪

夕
焼
け
は
特
等
席
か
ら
伊
良
尾
山

救
急
車
梅
雨
空
深
く
貫
ぬ
き
し

青
蛙
仲
間
外
れ
の
子
が
ひ
と
り

明
日
は
明
日
今
日
の
色
し
て
麦
こ
が
し

舟
見
せ
に
柩
立
ち
寄
る
梅
雨
晴
間

梅
雨
晴
間
草
の
高
さ
に
鎌
ひ
か
る

小
野　

一
雄（
下　

郷
）

高
橋
作
之
助（
浜
の
１
）

佐
々
岡
美
保（
中　

村
）

原　
　

清
穂（
伊　

豆
）

柳
井　

惠
子（
平　

原
）

林　
　

弘
子（
浜
の
１
）

小
田　
　

衛（
宇　

久
）

大
倉　

淑
子（
上　

万
）

梅
地　

眞
代（
東　

方
）

池
田　

幸
枝（
大　

里
）

木
村　

信
惠（
久
瀬
原
）

米
原　

泉
女（
筒　

尾
）

出
羽
法
泉
子（
浜
の
１
）

河
原　

慶
子（
上　

郷
）

水
津　

紅
魚（
美　

浜
）

能
野　

泰
枝（
釜　

屋
）

あ
さ　

の　
　
　
　
　
　
　
　

ゆ
う　
　
　
　

ま
た　
　
　
　
　
　
　
　

く　
　

も　
　
　
　
　
い
と

つ　
　

ゆ　

ざ
む　
　
　
　

な
が　

そ
で　

ほ　
　
　
　
　
　
　
　

ち　
　
　
　
　
　
　
　

た
び

　
よ　
　
　
　
　

な
か　
　
　
　
　
そ
う　

ぜ
ん　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
り　
　
　
　
　
は
な

あ
お　

た　
　

か
ぜ　

と
う
げ　
　
　
　
　

こ　
　
　
　
　
　
　
　

あ
か

　
　
　
　
　
　

ち
ゃ　

づ
け　

た　
　
　
　
　
　
　
　

い　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち
ち　
　
　

こ
え

は
し　
　
　

づ　

ゆ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は　
　
　
　
か
え

あ
め　

ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

で
ら　
　
　
　

か
さ　

な
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
が　
　
　
　

さ
る　

ど
し　

う
め　
　
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
や　
　
　
　
　
せ　

お
と　
　
　
　

あ
い　

ふ
か

　

つ　
　

ゆ　

ご
も　
　
　
　
　

き　
　
　
　

や
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
ん
な　
　
　
　

わ

ゆ
う　

や　
　
　
　
　
　
　
　
と
く　

と
う　

せ
き　
　
　
　
　
　
　
　
い　
　

ら　
　

お　
　
や
ま

き
ゅ
う
き
ゅ
う　

し
ゃ　
　
つ　
　

ゆ　
　

ぞ
ら　

ふ
か　
　
　
　

つ
ら

あ
を　

が
え
る　
な
か　
　

ま　
　

は
ず　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

あ　
　

す　
　
　
　

あ　
　

す　
　

き
ょ
う　
　
　
　

い
ろ　
　
　
　
　
　

む
ぎ

ふ
ね　

み　
　
　
　
　
　
　

ひ
つ
ぎ　

た　
　
　
　
　

よ　
　
　
　
　

つ　
　
ゆ　
　
は
れ　

ま

つ　
　

ゆ　

は
れ　

ま　
　

く
さ　
　
　
　

た
か　
　
　
　
　
　
　

か
ま

◆問い合わせ　あぶフォト倶楽部事務局　☎2ー3111

作品は道の駅温泉棟１階に展示中

●コメント：郷川では、かもや青さぎなどの姿をよ
く見かけますが、これはみな、みなさんの自然環境
保護活動のおかげだと思います。おかげ様でこのよ
うな写真を撮ることができました。

会員作品紹介

次回定例会は７月２５日（月）１９：００～
町民センター 講座室です

タ
イ
ト
ル

「
舞
い
降
り
た
青
さ
ぎ
」

出
羽　

朝
一（
浜
の
一
）

奈古メンズキッチンに
参加してみませんか？

　料理を自分たちで
楽しく作って、みん
なで会食をしながら
交流を深めませんか
?
　台所に立ったこと
のない方、大歓迎!!

　まず、包丁を持ってみましょう。
　年間約4回の活動で、調理はもちろん、体験教室
や交流教室も予定しています。料理を作って、奥さ
んや友達にごちそうしてみましょう。

※指導者として、ヘルスメイトさん、役場栄養士が
　参加します。
◆申し込み・問い合わせ
　中央公民館　杉山
　☎２－２０４４
　FAX２－２０７５

職域ソフトボール大会 参加チーム募集！！
■
日
時　

8
月
23
日（
火
）、
24
日

（
水
）午
後
6
時
30
分
〜

■
場
所　

町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
阿

武
小　

中
グ
ラ
ウ
ン
ド

■
参
加
資
格

（
1
）原
則
と
し
て
単
独
の
職
域
で

編
成
。
無
理
な
場
合
は
同
地
区

内
で
の
混
成
を
認
め
る
。
他
地

区
と
の
混
成
の
場
合
は
、同
業

の
職
域
で
編
成
す
る
こ
と
。

（
2
）出
場
者
は
職
域
に
必
ず
属
し

て
い
る
こ
と
。

■
チ
ー
ム
編
成

○
１
チ
ー
ム
20
人
以
内

○
常
時
、
45
歳
以
上
男
子
も
し
く

は
女
子
が
３
人
以
上
出
場
し
て

い
る
こ
と
。

■
競
技
方
法

○
ス
ロ
ー
ピ
ッ
チ
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

ル
ー
ル

○
14
イ
ン
チ
球
使
用
、
選
手
は
常

時
10
人
出
場

■
申
込
締
切　

８
月
１
日（
月
）

※
申
込
用
紙
は
、
阿
武
町
教
育
委
員
会

に
あ
り
ま
す
。

■
代
表
者
会
議
・
抽
選

　

８
月
８
日（
月
）

午
後
６
時
30
分

〜　

町
民
セ
ン

タ
ー

■
申
し
込
み
・
問

い
合
わ
せ

　

阿
武
町
教
育
委

員
会　

☎
２
ー

０
５
０
１

メンバー
募集
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